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 平成 27 年 4 月　

平成 27年度大阪大学澪電会総会・講演会・懇親会ご案内

 澪電会会長　谷口　研二

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、平成 27年度澪電会総会ならびに懇親会を下記の通り開催いたします。昨年は 130 名を超える卒業生や
先生方が出席され、大盛況でした。母校の先生方を交えて、先輩、後輩、同期生の方々が一堂に会して旧交を
温めつつ、情報交換を行う絶好の機会でございます。また、総会・懇親会にあわせて日頃ご無沙汰の同期会を
企画されるのもよろしいかと存じます。
昨年同様、本年も講演会を企画いたしました。最新の話題についてご講演いただく予定ですので、皆様お誘
いあわせの上、多数ご参加下さますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 平成 27 年 6 月 5 日（金） 17：00 ～ 21：00

会　場： 新阪急ホテル（〒 530-8310　大阪府大阪市北区芝田 1－1－35、TEL：06－6372－5101）
 講演会・総会「花の間」、懇親会「紫の間」

次　第：  1 ．講演会 17：00 ～ 18：30
 　　「光通信からフォトニックネットワークへ　－絶えざる技術革新を追い求めて－」
 大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻　教授　　北山　研一　先生
 　　「集積光電子デバイス研究 40 年」
 大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻　教授　　栖原　敏明　先生
  2 ．総　会 18：30 ～ 19：00
  3 ．懇親会 19：00 ～ 21：00

会　費： 学部卒業平成 18 年度以降の方　　　　 7,000 円
 学部卒業平成 17 年度以前の方　　　　10,000 円

会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。
準備の都合上、出欠のご返事を同封のはがきにて、来る 5月 22 日（金）までにお知らせください。

表紙について

　表紙の“澪電”は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
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会長ごあいさつ

澪電会会長　谷口　研二
（子・昭46）

澪電会会員の皆様へ

会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。日頃は、同窓会活動にご協
力頂き、誠にありがとうございます。
澪電会は工学部電気系の同窓会組織として発足し、
現在、会員数 9,000 人を超えるまでに大きく成長して
います。大学も法人化されて以降、組織の改組や教員
の異動などで同窓会を取り巻く状況も様変わりしつ
つありますが、社会と個人を結びつける同窓会の役割
は昔も今も変わりません。本会では、卒業生名簿の発
行、ホームページの開設、在学生に対する講演会の開
催、卒業生の連絡先変更の受付け、などを行っていま
す。会員の皆様におかれましては、澪電会を様々な場
面で有効にご活用いただければ幸いです。
折角の機会をいただいたので、昔の工学部電気系に
記憶を戻してみます。50 年前、電気系（電気・通信・
電子）3学科は JR京橋駅近くの東野田にありました。
専門教科の授業は、空襲で焼け残った建物の中で行わ
れていて、教室がとても暗かった印象があります。現
在は大阪市立東高等学校やNTT西日本研修センター
の敷地になっていて、当時の面影は全くありません
が、高校の中庭には阪大工学部の記念碑が残っている
ようです。
その後、吹田に移転したキャンパスには緑がほとん
どなく、雨の日はぬかるみだらけで辟易したのを覚えて
います。更に追い討ちをかけるように、移転早々、学園
紛争（昭和44年）が勃発し、ほぼ1年間、学校が封鎖
されました。その影響もあって、当時、専門基礎科目
をほとんど勉強しないで卒業する学生が大勢いました。
その後、20 年ほど経って、澪電会の役員として出
席したある会合で「昭和 46 年、電子工学科卒業です」
と自己紹介したら、名誉教授の先生が「学園紛争年代
の君らは嫌いだ」と背を向けられた辛い記憶がありま
す。学園紛争は、亡くなられた寺田先生、山口先生だ
けでなく、教職員や学生の心に深い傷を負わせた過去

の電気系に暗い陰を落としています。
今では、吹田キャンバスは春には桜、梅雨時には紫
陽花が咲く「緑豊かなキャンパス」に様変わりしまし
た。改修後の綺麗な建物の傍で学生たちが楽しそうに
話し合っている姿を見ると、素晴らしい環境で学べる
学生たちが羨ましく思えます。
キャンパスの変貌と並行して、澪電会を取り巻く状
況も大きく変化しました。インターネットの普及、グ
ローバル化の進展、大学の法人化などによって、阪大
電気系は外に向かって開かれた専攻へと変貌しまし
た。他大学出身の教員も増えてきたので、今後は、澪
電会の役員として積極的に運営に関与していただけ
るよう環境を整えたいと思っています。
もう一つの懸案事項は、最近、学生の帰属意識が明
確に低下していることです。街を歩いていても電車に
乗っていてもスマートフォンを触っている人ばかり
です。大学でも授業中にスマホを触っている学生が少
なからずいます。若者にとってスマホは重要なコミュ
ニケーション手段で、それを通してインターネットに
繋がることの居心地の良さを感じているのかも知れ
ません。我々、シニア世代とは明確に違っています。
ネットへの帰属意識が高い学生を、同窓会に目を向け
させることは至難の業で、どの大学も同じ悩みを抱え
ています。ネットを介したコミュニティ形成の流れは
もう押し返せるものではありません。時代の流れ中
で、ネット時代に合った同窓会組織のあり方を真剣に
考える時期に来ています。役員会では、若者にとって
魅力的な澪電会のあり方を検討していますが、まだ決
定的なアイディアが出てきておりません。澪電会をさ
らに活性化するためにも皆様方の忌憚のないご意見・
ご提案を歓迎いたします。
これからも伝統ある澪電会の維持・発展に努めてま
いりますので、何卒皆様方のご支援・ご協力のほどよ
ろしくお願い申し上げます。
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講演会からの話題

私は、昭和 44 年に原子力工学科に入学そして採用
されてから、平成 8年に大学院重点化改革によって電
気系専攻に配置換えになるまで、パルス型原子炉、核
融合炉、大線量中性子発生用加速器の研究に携わって
いました。
1990 年代に東京大学が先陣を切り、2000 年まで主
要大学の大学院の重点化が行われましたが、平成 8年
に、新しく発足した電子情報エネルギー工学専攻の核
融合工学講座を担当することになりました。スタッフ
は、電磁エネルギー工学専攻レーザー工学講座の阪部
周二先生と同専攻超高温工学講座の礒部倫郎先生で、
それぞれ、得意とする核融合関連の研究に取り組みま
した。しかし、このような寄せ集めの小さな研究室で、
核融合工学の研究を展開するのは至難でした。飯田グ
ループは実験装置がありませんでしたので、原研や核
融合研で共同研究を行ないながら、機能材料の中性子
照射損傷をイオン照射でシミュレーションする研究
をしていましたが、次第に核融合工学の研究からイオ
ンビームの応用研究に移って行きました。
平成 17 年の電気系専攻学科再編の時には、領域名
を核融合工学から先進ビームシステム工学に改めま
した。そして、小さな研究室でも楽しく、目標をもっ
て研究できるように、イオンビーム装置やX線ビー
ム装置を独自に製作しました。それから、京都大学に

栄転された阪部先生の後任に、超高温工学講座出身の
加藤裕史先生が入られ、ECR プラズマの応用研究を
担当することになりました。
教育については、「楽しく勉強して、ユニークな研

究者技術者を目指そう」をキャッチフレーズにしてき
ました。そして、学生諸君には、研究室のある博士課
程修了生の話をよくしていました。“儲けるのではな
く楽しく仕事がしたい”と自ら起業した学生について
です。その実現のために、博士修了後約１年間、大阪
市の中小企業を支援する信用金庫に勤め、資金の調達
方法等の経営の勉強もしながら、必要な人脈も整えて
いた話をしました。特に、これまで勉強してきた受験
対策とは違って、自分の得意を伸ばすことを考え、好
きなことであれば十分できることであると話しまし
た。
講義の途中で、このような変わった先輩学生の話を
すると、非常に興味深く聞いてくれました。そして、
最後に、学生諸君に、「どんなことにも、積極的に取
り組んで下さい。チャレンジ精神を持ってください。
それから、楽しんでください。志を大切にしてくださ
い。」と言いました。それから、これまでの自分を振
り返って反省をこめてですが、「先生の方は、学生諸
君が自由にいろんな発想ができるように、細かなこと
は言わない。学生諸君の言うことをよく聞いて、指導
よりも応援することが大切と思っている。」と言いま
した。
研究室でのこれまでを振り返って、人、物、金、時間、
環境、・・・大切なものはたくさんありましたが、私
は、一番はやはり“人”かなと思います。良い人（先
生、先輩）に恵まれ、いろんなことを教えてもらって、
それを後輩に伝えていくことが、研究室では一番大
切かなと思います。
18 年間を振り返って、思い出すことをただ羅列し
ただけの話で失礼しました。定年退職まであとわずか
ですが、本当に長い間、ありがとうございました。

原子力系から電気系に移って18年、
を振り返って

大阪大学大学院
電気電子情報工学専攻
飯　田　敏　行
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講演会からの話題

私は昭和 43年に電気工学科に入学し、卒業研究と大
学院修士、博士課程での研究は、犬石嘉雄教授の研究室
でお世話になりました。昭和 52年に日本電信電話公社
（電電公社）に入社し、電気通信研究所に配属され、そ
の後の民営化により日本電信電話株式会社（NTT）とな
り、光エレクトロニクス研究所などを経て、平成元年
11月 1日に電子工学科吉野勝美教授のもとに助教授と
して採用された。その間、研究テーマは学生時代から一
貫して「光」に関連する材料であり、今日に至っている。
学生時代の研究テーマは「強誘電体結晶に強いレー

ザ光を照射する際に生じる光損傷（屈折率の変化）」で
あり、当時は光メモリー材料に使える可能性があると
して注目されていた。
電電公社武蔵野電気通信研究所の時代、その後の

NTT研究所時代も含め、企業の研究所では、いくつ
かの研究テーマを行ってきた。その中で、一番思い出
に残る研究テーマは長波長帯半導体レーザの研究で
あった。1.6µm帯の波長で発光する量子井戸レーザの
研究を行っていた。GaSb/AlGaSb 多重量子井戸レー
ザを分子線エピタキシー（MBE）技術で作製するも
ので、当時はMBE技術が最先端の薄膜成長技術であ
り若手の研究者が高価な装置を駆使して研究を行って
いた。昭和 59 年に GaSb/AlGaSb 多重量子井戸レーザ
が世界で初めて室温発振を実現したことを発表した論
文は、我ながらに満足していた。電気通信に関連した
研究も行っており、光交換機に関する研究や、半導体
光導波路に関する研究テーマも行っていた。
それらの研究がバックグランドとなり、大阪大学に

赴任してから本日の演題である吉野勝美教授のもとで
有機発光ダイオード（有機EL）の研究を 1989 年に始
めることになった。その 2年前の 1987 年にそれまで
有機材料を用いた発光素子は数 100V もの高電圧でな
ければ発光しないとされていたものが、10V程度の電
圧で発光することが可能とする論文が発表された。こ
のことにより、実用化の可能性が出てきたとして、ディ

有機の光を求めて　－25年の歩み－ スプレイなどへの応用へ注目された。
私たちは、1991 年に導電性高分子の一種であるポ
リアルキルチオフェン（P3AT）、同じく導電性高分子
であるポリアルキルフルオレン（PDAF）を用いた有
機発光ダイオードの論文を発表した。導電性高分子を
用いた発光ダイオードの論文では 1990 年にポリパラ
フェニレンヴィニレンで発表されたが、PDAFの論文
は青色発光を初めて実現した論文であり、その後多く
の研究者から引用される論文となっている。
2000 年 4月から全学組織の先端科学技術共同研究セ
ンター、2004 年 4 月から改組により先端科学イノベー
ションセンターに所属し 2011 年 3 月まで、大学院工
学研究科は兼務する形で大阪大学に所属した。2000 年
に文部科学省が 21 世紀を記念して企画したミレニア
ムプロジェクトの予算を得て、有機 ELを情報光源と
して用い、画像信号などを光信号に変換して伝送を行
う実験を行った。動画信号を有機 ELで光信号に変換
してポリマー導波路を経て光ファイバーに導き、画像
信号を光ファイバーに導き 100 ｍ伝送することに成功
した。当時、液晶ディスプレイをはじめとする有機デ
バイスは応答速度が遅く、早い応答速度を要求するデ
バイスとしては不向きと考えられていたが、この実験
結果は画像信号程度の情報は有機デバイスで十分に光
伝送することが可能であることを示したものである。
液晶ディスプレイもその後応答速度の速いものも実現
され、有機材料を用いたデバイスで早い応答が実現さ
れている。
その後の研究は、科学研究費補助金などの研究費を
得て、ポリマー材料を用いた発光ダイオードの研究や、
電極も含めてオール印刷プロセスで発光デバイスを作
製する研究を行っている。印刷技術で電極を形成する
手法の一つとして、電極材料に銀ナノ粒子を用いて光
照射によりパターン化した電極形成を行い、熱処理を
行うことにより銀の薄膜を得るものである。そのほか、
多層カーボンナノチューブを用いた電極や、銀ナノファ
イバーシートを用いた電極形成などを試みている。
これらの研究成果により、2005 年には IEEEから、
2008 年には電子情報通信学会から、2013 年には応用物
理学会からそれぞれフェローの称号が与えられている。
最後になりますが、これらの研究を行うに当たり多
くの企業の助けを得て行われたものであり、貴重な新
材料のご提供や共同研究費など多くのご支援のもとに
成り立っていることに感謝いたします。スタッフとし
て平成 12 年 4 月から研究室運営に尽力して下さった
梶井博武博士、また優秀な卒業生の皆様の力を得てこ
れらの研究が成り立っていることに感謝します。

大　森　　　裕
（昭和47年電気）
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話　　　題

阪大を退職後マレーシア工科大学 (UTM) の教授とし
て赴任しましたので、その概要と示唆を記述します。
「脱亜入欧」は、適塾の塾頭を経て慶応大学を興した
福沢諭吉の言葉と言われている。当時は諸外国から新し
い文物の導入が急速に進み、儒教、道教や国学などのア
ジアを基軸とする学問を離れ、欧米を向いた教育を重視
する時期である。この言葉には、当時、それなりの意味
を有していた。しかし、現在、日本は欧米の技術に急速
に追いつきそれと同レベルに至り、独自にその方向性を
模索している状況にある。日本は、失われた 10 年以降
その進歩の方向性を見出し得ておらず、経済分野を含め
足踏みと見誤った方向からの引き返しが続いている。
一方、人口的規模とその伸びは、アジアにおいてめざ
ましく、中国はじめ、アジアでのマーケットサイズを力
にした技術開発が進んでいる。東南アジアも例外ではな
く、その重みが増している。私自身、工学と言う分野は、
ニーズのもとに新しい技術が生まれるということを強い
信条としており、現在では逆の「入亜脱欧米」という言
葉がこの状況を打破してくれるものと信じている。
マレーシアは、マハティール首相が 20 年以上まえに
提唱した東方政策 (LEP) 以来、大の親日国である。ま
た、三国志の例を見れば明らかなように、「敵の敵は味
方」、マレーシアは、中華系住民がドミナントであるシ
ンガポールとは異なり、中国とはある程度の距離を取り、
ASEANの核としての役割を担っている国である。協調
により日本もマレーシアも得るものは多い。
私が赴任した UTMは、ジョホールバル市に拠点を
置き、国立重点化技術系 5大学に位置づけられている。
日本で言えば東工大に似た性格の大学で、Innovative, 
Entrepreneurial, Global をスローガンにし、技術を超え
た総合的な新しい施策を次々に積極的かつ大胆に導入し
ている大学である。この大学のクアラルンプールキャン
パスに、日本マレーシア国際工科院 (MJIIT)、と呼ばれ
る学部を設置し、ここが我々の勤務地である。この学部
は、日本（小泉元首相）とマレーシア（マハティール元
首相）の政府間で設置が基本合意され、2013 年 6 月に鳩
山元首相とナジブ首相臨席の下、開所式が開かれ正式に

入亜脱欧米のすすめ スタートした。MJIIT は、日本側の 27 大学がコンソー
シアムを構成し、総勢 32 名の日本人教員が派遣され教
育研究プログラムのコラボレーションが行われている。
電子システム (ESE)、機械精密 (MPE)、環境グリーン技
術 (EGT)、技術マネージメント (MOT) の 4 学科ならび
に大学院が設置され、学部学生数は一学年各学科 60 名、
大学院も同数を越える学生数が在籍している。教員なら
びに職員は、総勢 120 名あまりの体制で、この数は学年
進行とともに今でも増加している。
MJIIT では、日本型教育研究とマレーシア型教育研究
の融合を目的とし、マレーシアが得意とする欧米型アウ
トカムベース教育 (OBE)（注１）と日本が得意とする基礎か
ら先端技術の教育研究を導入している。日本型の例とし
て、実践的日本語・日本文化の教育、日本型就労倫理の
確立、日本企業あるいは日本企業のマレーア現地法人へ
の 3ヶ月のインターンシップを行い、大学院では日本型
講座制 (iKohza) の導入があげられる。iKohza では、年
次の異なる学生間、若い教員と熟練教員間の効果的な連
携を実現している。これを、現地人も「Rinko System」
「Senpai-Kohai System」（注 2）という日本の言葉で呼んで
いる。教員間、学生間の競争を行う欧米システムと、グ
ループや組織間でのすり合せを重視する日本的就業倫理
の両面を備えたヒト造りを目指している。MJIIT を卒業
した学生が、この資質を基に日本とマレーシアの架け橋
になり両国の発展に寄与し、両国のみならずグローバル
な社会で活躍することを期待している。
最後になるが、広く異文化を吸収する多文化国家マレー
シアは、世の中の優れた技術を広くサーベイしてそれらを
競わせ先進的最高性能のものを導入してきた。それに比べ、
日本は閉鎖的で手前技術にこだわりすぎる傾向が高い（ガ
ラパゴス化）。国内マーケットサイズが増大している間は
独自技術の開発コストや品質維持のための生産コストを
国内で回収し、その後、海外に展開可能であったが、グロー
バルなマーケットサイズに比較し、国内需要は明らかに縮
小している現在、その回収すら困難になってきている。広
く東アジアとともに歩み、開発と同時にオープンな仕様や
標準化を行ってゆく入亜脱欧米の姿勢が今後重要となろ
う。教育研究という分野も決してこの例外ではない。

（注 1）トップダウン設計形の教育設計と評価手法：学科を卒業した時
に修得している目標項目 (PO) を詳細に定め、そのもとに履修科目を
並べ、単位を取得した際に得られる科目ごとの複数の目標 (CO) を PO
の各項目とリンクさせる。これにより、平均点 (CGPA) だけではなく、
PO項目ごとの定量的な成績評価が可能となる。

（注 2）欧米型の非講座制に比べ、講座配属による全員参加形の輪講、
先輩後輩による相互指導などを特徴とする。日本型の協調型企業運営
とも適合性が高い。ただし、講座制の短所もあるため、それを避ける
ため欧米型の運営による改善をその中に含めている。i は innovative
を意味し、これを示す。先輩後輩連携は、学生間だけではなく、若年、
熟年教員間も含まれている。現地教員の多くが日本における博士学位
を取得し、講座制になじんでいる者が多く、日本型講座制の運用の長
所・短所を理解している。

小　牧　省　三
（昭和45年通信）
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話　　　題

私は 1977 年工学部通信工学科を卒業、成績が悪く大
学院の入試に落ちたので、同年NECに就職した。NEC
に 28 年間、主にコンピュータシステムの営業部門を担
当し、2005 年 10 月、50 歳の時に米国 VMware 社日本
法人の社長に転職した。そして、今年の 3月に代表取締
役会長に就任した。
何故NECを辞めて当時はまだ無名のベンチャー企業
に転職したか。別にNECに不満があったわけではない。
問題を起こしたわけでもない。
NEC の時に米国企業とのアライアンスを担当した時
がある。その時の米国人が当時のVMware 社のアジア
パシフィックの責任者で、日本法人の代表を探していた
のがきっかけである。話を聞いた時に人生で一度ぐらい
冒険をしてみたいと思った。このまま定年まで一つの会
社で過ごすのもちょっと物足りないと思った。それから
タイミングも良かった。50 歳になり何となく人生の節目
の時を感じていた。一人息子が丁度大学生になったとこ
ろであった。息子が高校 3年生の時であれば間違いなく
この話には乗っていない。
VMware 社というのは IT関連以外の人にはあまり馴
染みがないと思うので簡単に紹介したい。
元々は米国スタンフォード大学で研究していたテーマ
を事業化した 1998 年設立のソフトウエア会社であり、
本社は同大学のあるパロアルトにある。サーバーの仮想
化で事業を拡大し、最近はネットワーク、ストレージの
仮想化やデスクトップの領域にもソリューションを拡大
している。ここではサーバーの仮想化についての技術的
な説明は省かせていただくが、簡単にいうと、1台の物
理サーバーの中で複数のサーバー（仮想サーバーという）
を動かすことが出来るソフトウェアである。このソフト
を導入することにより、物理サーバーの台数を大幅に削
減することが出来、運用も効率化できる。また、システ
ム全体をサーバーの台数を増やしてスケールアウトする
ことも容易に対応できる。クラウドコンピューティング
のベースとなるテクノロジーである。
IDCのレポートによると、2003 年から 2012 年の 10 年
間での日本国内で仮想化による電力消費量の削減は 2300

50歳からの冒険 億円にのぼる。これは、235 万世帯、兵庫県全体の戸数
に相当、の 1年間の電力消費量に相当する。
1998 年にシリコンバレーに設立されたベンチャーは
2003 年に米国ストレージ会社の EMC社に約 700 億円で
買収され、その後 2007 年にニューヨーク証券取引所に
上場、現在の時価総額は日本円にして約 4兆円の規模に
成長している。日本法人も私が入った時は 17 人であっ
たが現在は 450 人の規模に成長している。
日本企業しか経験のない私にとって、最初は戸惑うこ
とも多かったが、10 年間を振り返ると非常に良い経験が
できたと思う。何点か日本企業が参考にすれば良いと思
う点について紹介したい。
まずはマネージメントのサイクル。四半期と週が基本
で月や半期の単位はほとんどない。四半期で締める、決
算を行うというのとマネージメントするというのは違う
と思う。四半期でマネージメントするためには、予算や
プロジェクトの計画と進捗を週次で管理すべきである。
当社では月次の会議は存在しない。
米国やアジア内での会議は電話会議で、ほとんどが 30
分単位である。通常、1時間 1コマの会議が多いと思う
が、電話会議だと遅れる人が少ないことと、雑談がない
ことから 30 分で効率的に終わらせることができる。ま
た、30 分で電話さえできればどこからでも参加できると
いうことになると、アレンジも飛躍的に容易になる。
人のマネージメントの点では日本の会社の方が、辞め
る人が少ないので楽である。外資系では優秀な人材ほど
常に他社からのオファーを受けている。辞めるという選
択肢がある中で、緊張感を持ってマネージしなければな
らない。
まだ他にも外資系企業の方が効率的だと思うことがあ
るが、日本の企業の良い点は、会社にロイヤリティを持っ
た社員がたくさんいることである。日本企業の場合、各々
の仕事の役割が多少曖昧であっても、自主的に会社のた
めになることを行うが、外資系の場合は自分の役割じゃ
ないことは率先してやろうとはしない。しかし、実務の
上では、部門間の隙間の仕事はよくあることであり、そ
れを臨機応変に埋めることができるのが日本の企業の強
さだと思う。
私は、外資系ではあっても、日本の社会から信用され、
尊敬される、日本企業と外資系企業のそれぞれの良いと
ころをミックスした企業にしたいと思っている。まだま
だではあるが今後も努力していきたい。
以前、日経新聞で企業トップの在任期間という記事を
読んだ。10年超なら弊害も、7－10年が適切と書いてあっ
た。丁度今年の 9月で 10 年になるので弊害にならない
よう、会社の立ち上げ時から一緒にやってきた信頼ので
きる者にバトンタッチし、私は会長に就任した。

ヴイエムウェア株式会社
代表取締役会長
三　木　泰　雄
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退職された先生方の近況

村上　孝三（電子・昭和 46・M48、大阪大学名誉教授）

平成 25 年 3 月に情報科学研究科情報ネットワーク学専攻を定年退職し、早い
もので 2年経ちました。この間、「情報理論による血流ネットワークのモデリン
グの研究」という新しい研究を始めたり、非常勤講師として「情報科学のリテラ
シー」、「電子技術開発史：交換技術」の講義などを行っていました。また、独立
行政法人等の各種委員会委員としての活動にも引き続き従事しています。特に、
委員長を務めていた日本学術振興会産学協力研究委員会第 171 委員会では、光
ネットワークを基盤に社会インフラとしてあるべきネットワークの具体化に関し
て学界・産業界のメンバーで議論を重ねてきたところですが、一層の活性化を期
待し若手の後継委員長にバトンタッチしました。
一方、時間的余裕がたっぷりとできましたので、前から計画していた声楽を始
めました。近くで見つけた「第九の会」が手始めに良いと考え門をたたいたところ、
「佐渡裕一万人の第九」の出演常連組でした。ご多分に漏れず男声陣不足で歓迎さ
れましたが、練習回数が個人出演者 20回に対して常連組はわずか 6回しかなく、
第九は音域が広く難曲でドイツ語歌詞も暗譜せねばならず苦労しました。佐渡練
での直接指導や、ゲネプロ、本番とハードな日程でしたが、大いに感動させても
らいました。歌えるようになるとあちこちからお誘いがあるもので、新島襄記念
館での同志社女子大オケとの共演など、この2年で4度第九演奏会に出演しました。
少し自信ができたので、昨年から大阪ゲヴァントハウス合唱団に入団し恒常的
な合唱活動を始めました。この団はヨーロッパの宗教音楽を中心に国内外で 30
年以上の活動実績を有する名門で、阪大男声合唱団当時の先輩から誘われていま
した。学部 4年時の全国コンクール 1位の実績が効いたのかオーディション免除
で入団が許可されました。最初の曲はバッハの大曲「クリスマスオラトリオ」で
した。団員が階名読みもなく初見でドイツ語で歌うので若干不安になりましたが、
熱心に練習に通っていれば何とかなるものです。ドイツ語は元阪大文学部講師の
方がいて特別訓練があります。常任指揮者はエヴァンゲリスト（福音史家）とし
て世界的に著名な声楽家ですが、本番はバッハの第一人者本山秀毅大阪音大教授
の指揮でオーケストラ共演の豪華なステージとなり大いに感動いたしました。今
年はメンデルスゾーンの大曲「オラトリオ聖パウロ」を練習しています。10月に
は、あのカラヤンのベルリンフィルホールでドイツの合唱団・オーケストラと共
演することになっています。日本では来年初めに定期演奏会でご披露の予定です。
こうなるとソロでも歌えるように、本格的な発声法を訓練するため男女 2人の
声楽家に師事しオペラアリアや歌曲の指導を受けています。これまでに 2度の発
表会がありイタリア歌曲 2曲、日本歌曲 1曲「落葉松」を歌ったほか、信じても
らえないかもしれませんがミュージカル「サウンドオブミュージック」の準主役
トラップ大佐に抜擢され、マリア先生や子供たちと共演し有名なナンバーを歌い
演じ（させられ）ました。
お忙しい皆様に遊びの話ばかりで失礼しました。4月から吹田にある大阪学院
大学・情報学部の教職に就き、また大学教員の日常に戻っていることでしょう。
産業人材の育成に微力を尽くしたいと思っています。今後とも相変わらずご交誼
のほどお願いします。
最後になりましたが、皆様のご健勝ご多幸とますますのご活躍をお祈りいた
します。
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母校のニュース

大阪大学未来基金 - 工学部・工学研究科教
育研究事業 - へのご協力のお礼

澪電会会員の皆様
拝啓　時下澪電会会員の皆様には益々ご清祥の段
お慶び申し上げます。
平素より本学の教育研究に多大なるご助力を賜り
厚く御礼申し上げます。
さて、工学部創設 80周年にあたる 2013 年度より吹

田福利交流研究棟（仮称）新築に対する募金活動（大
阪大学未来基金－工学部・工学研究科教育研究事業－）
を進めて参りましたが、2015 年度概算要求にて新築が
認められ、2016 年度の竣工（2017 年 4月より運用開始）
に向け動き出しました。この事業は、卒業生の皆様、
さらに卒業生の皆様が活躍される企業からのご寄付に
よるところが極めて大きいのが実情です。
今般、澪電会会員ならびにその関連企業各位から多
くのご寄付を賜りました。心より厚く御礼申し上げま
す。
なお、研究棟の建設並びに内部設備の充実になお一
層の資金を必要としており引き続き募金活動は継続
致しますので、今後ともご支援ご助力賜りますよう宜
しくお願い申し上げます。

敬具　
工学研究科長
掛下　知行

吹田福利交流研究棟（仮称）
募金事業について

電気系の建物の眼の前に、8角形の屋根を持つ学生
食堂があったことを、澪電会の会員の方であれば、記
憶されていると思います。古くは大塚食堂で、今は生
協食堂ファミールです。この施設は、工学部が 1970
年に吹田キャンパスに移動して以来現在まで、ずっと
学生食堂として使われてきました。その間、大学院生・
留学生・ポスドクなど研究に携わる人員は飛躍的に増
加しました。学生数がほぼ倍増したにもかかわらず、
食堂環境は旧態依然で、学生食堂の狭隘化・老朽化の
問題が顕在化してきました。
一方、東日本大震災以来、教育研究施設（建物）の

耐震改修が順次進められてきており、電気系 E1-E6
棟が 2011 年に改修が完了したことはご存知かと思い
ます。現在は、土木建築系の建物が改修されつつあり
ます。そして、最後に残ったのが学生食堂を含む吹田
福利会館です。
大阪帝国大学に工学部が創設されたのは 1933 年の
ことですが、工学部施設の耐震改修時期を好機ととら
え、2013 年度に工学部創設 80 周年事業として吹田福
利交流研究棟（仮称）の新築のための募金事業（大阪
大学未来基金の一部（工学部教育研究事業））を開始
しました。新棟は、6階建の建物で、1階：食堂、2階：
売店、3 階：交流スペース、4－6 階：産学連携研究
スペースとなります。新棟建設には、約13億円必要で、
文部科学省からの耐震改修費 3.5－4 億円、大学本部
からの貸付 6 億円、寄付（募金）3－3.5 億円の計画
を工学部で立てました。最後の寄付については、教職
員、卒業生、保護者、関連企業からの寄付が頼りとな
ります。
幸いなことに、2015 年度の文部科学省の概算要求
事項として改修費 4.1 億円が認められ、この新築事業
にゴーサインが出ました。今、添付図のように新棟の
設計が開始されています。新棟は、工学部の源流とな
る官立大阪工業学校創設 120 周年となる 2016 年度に
竣工予定です。募金に関しては、お蔭様をもちまして、
本年 3月現在、個人寄付が、約 4200 万円、法人寄付が、
2億 4700 万円となっております。
今回、澪電会の皆様からは、多大なるご支援を賜り
ました。まず、前会長の藤野隆雄さんから 2013 年秋
の案内で、本事業への協力依頼文を出して頂きまし
た。その結果、澪電会会員の皆様からは多くのご寄付
を頂き、工学部の系の中でもトップクラスの寄付額
となっております。加えて、澪電会会員が数多く活

吹田福利交流研究棟（仮称）イメージ図
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躍されている、東芝、富士通、ケイ・オプティコム、
NTTドコモ関西支社、パナソニック、古野電気、エ
ヌエフ回路設計ブロック、ダイヘン、中央電設など、
多くの企業様からご寄付を頂きました。個人・法人の
皆様に心より厚くお礼申し上げます。
しかしながら、総工費の充当には未だ到達しておら
ず、5階以上の研究スペースの内装・空調は整備でき
ない状況ですので、引き続き募金活動を継続致しま
す。詳細は、
https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/eng_fukuritou/
を参照ください。
今回の募金活動を通じて分かったこととして、工学
部の各系における同窓会の組織化は、実に大きな差が
あるということです。ある系では、系・学科としての
名簿すら整備されていませんでした。そのような中
で、澪電会は傑出した組織であると断言できます。と
りわけ、名簿の正確さは出色で、系の卒業生に最も多
く今回の連絡が届いたのは恐らく電気系と思われま
す。このような素晴らしい組織運営がなされてきたこ
とは、諸先輩方、並びに電気系教職員のたゆまぬご努
力の賜と感じ入り、誇りに思いました。これまでのご
寄付に感謝申し上げると共に、引き続きご助力ご協力
のほどお願い申し上げます。
 （（馬場口登（工学研究科・副研究科長、通信・昭54）記）

大森裕教授　最終講義

電気電子情報工学専攻量子電子デバイス工学部門
教授・大森 裕先生は、平成 27 年 3 月 31 日をもって
大阪大学を退職されることとなりました。ご退職にあ
たり、平成 27 年 2 月 6 日（金）午後 4時半より、大
阪大学吹田キャンパス　電気系メモリアルホール（E1-
115）にて、最終講義が行われました。当日は、工学研
究科の教職員、学生はもとより、学外の多くのゆかり
のある方々が聴講に来られ、最終講義が行われまし
た。電気電子情報工学専攻長・伊瀬敏史教授の司会の
もと、講義に先立って、大森先生のご略歴の紹介が行
われました。
「有機の光源を求めて」と題された講義では、日本
電信電話公社 電気通信研究所在籍時の光通信デバイ
ス研究に関連した内容を紹介後、大阪大学に移られて
からの有機エレクトロニクスデバイス研究、特に大森
先生のこれまで取り組んでこられた研究のうち、特に
世界で最初に青色発光高分子EL素子としてご報告さ
れたフルオレン系高分子発光デバイスを中心に有機

発光デバイスの基礎研究とその応用に関して紹介さ
れました。
有機エレクトロニクスが実現する環境に配慮した
豊かな社会の実現に向け、プリンテッド・エレクトロ
ニクス（プラスチック・エレクトロニクス）に代表さ
れる新電子材料に基づく新電子システムを構築する
ために必要な有機発光デバイス技術についての講義
がなされました。特に、有機発光デバイスによる光情
報伝送への応用・光センサー応用の可能性について言
及されました。
講義終了後、先生の御活躍に感謝の意を込め卒業生
の日野有一氏から花束が贈呈され、会場からの大きな
拍手の中、先生はご退席されました。また、その後別
室で開催された懇談会では、多くの方々に囲まれ、賑
やかな歓談が続きました。
 （梶井博武（電子・平 8）記）

薦田憲久教授　最終講義

情報科学研究科マルチメディア工学専攻／工学部
情報システム工学クラス教授・薦田憲久先生は、平成
27 年 3 月 31 日をもって定年退職されることとなりま
した。ご退職にあたり、平成 27 年 1 月 29 日（木）午
後 3時 30 分より、大阪大学吹田キャンパス・コンベ
ンションセンター会議室 1にて、最終講義が行われま
した。当日は、情報科学研究科や工学部電子情報工学
科など学内の教職員、学生はもとより、学外からも多
くのゆかりのある方々が聴講に来られ、100 名を超え
る盛況の中、講義が行われました。マルチメディア工
学専攻 専攻長の藤原融教授による司会のもと、講義
に先立って、薦田先生のご略歴が紹介されました。

大森裕教授　最終講義の様子
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「知恵の実現を目指して」と題された最終講義は、
薦田先生がこれまでに取り組まれてきた情報システ
ムや知識情報処理に関する研究のご紹介から始まり
ました。44 年にも及ぶ薦田先生の取り組みに関する
お話は、現時点から振り返った人工知能や知識処理研
究の歴史の流れによく沿っており、薦田先生が常に最
新の研究トレンドを捉え、かつトレンドを作り出しつ

薦田憲久教授　最終講義の様子

つ研究を進められてきたことが分かりました。薦田先
生ご自身の研究の話題に続き、薦田先生が指導されて
きた学生およびその研究内容に話題は移り、どのよう
に新しい研究分野を切り拓いていったか、良質な成果
をどのように創出していったかについて、長年の経
験も踏まえてお話いただきました。また、学生と参
加した国際会議における思い出話にも多く言及され、
あらかじめ予定していた講演時間を超えてしまわれ
ましたが、それだけ学生との思い出が詰まった 24 年
間であったということが実感されました。
講義終了後は、薦田研究室事務補佐員の金田美穂子
さんと学生による来賓の方からいただいた花束の贈呈
が行われ、その後は懇親会会場へと場を移しました。
懇親会会場では、参加者の皆様は実際に薦田先生との
過去の思い出話に花を咲かされていました。さらに懇
親会では、長年薦田先生と情報システム工学クラスで
苦楽を共にされてきた西尾章治郎教授によるご挨拶、
情報システム工学クラスのクラス長 渡辺尚教授によ
る万歳三唱などもいただき、非常に盛り上がりまし
た。

（前川卓也（情報・平 15）記）

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。
さて，澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ平成
27 年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、速やかにご連絡いただきますようお
願い申し上げます（澪電会ホームページからご連絡いただけます）。
会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加え、
平成 24 年からはインターネットからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、ぜひ
ご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。自動振込の銀行口座を変更ご
希望の場合は、澪電会事務局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書を
ご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（平成 27 年度会費の場合、学部卒業が昭和 37 年以前の会員）

の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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平成 26 年 4 月に産業科学研究所第 1研究部門量子システム創成研究分野に朝
日一先生の後任として教授に着任いたしました大岩顕と申します。前職は東京大
学大学院工学系研究科物理工学専攻で講師を務めておりました。平成 27 年 4 月
1 日現在の研究室のメンバーは長谷川繁彦准教授、木山治樹助教、渡邊明子事務
補佐員に加えて、前期博士課程学生が 8名配属されております。
私たちはスピンの持つ量子力学的性質の検出・操作など基礎物理から、応用に向
けた基盤技術の研究を行っています。スピンは原子や分子の中の電子や核などが持
つ普遍的でかつ本質的な性質で、量子力学で導入された上向き／下向きで表される
自由度です。従来の電荷によるエレクトロニクスの代わりに、スピンを利用するの
がスピントロニクスです。電流は電荷の流れとして知られますが、スピンの流れは
スピン流として確立しつつあります。これは散逸を伴わない角運動量流で低消費電
力素子への展開が期待されています。一方、たった1つのスピンでは上向きと下向
きの中間状態、つまり重ね合わせと呼ばれる量子力学的状態も利用することができ
ます。これを利用した量子コンピュータや量子情報処理への研究も活発に行われて
います。このようにスピンの研究は新しい物理の学理を開き、より安全・安心で高
速・大容量かつ低消費電力な情報処理に立脚した社会の礎をもたらします。
半導体量子ドット中に閉じ込められた電子スピンは比較的長いスピン位相緩和
時間を持つため、量子ビットの良い候補として研究が進んでいます。特にゲート
電極で形成され電気的制御性が高いGaAs 系量子ドットでは 1電子スピンの回転
操作や 2量子ゲート操作がすでに実現しています。さらにこの 1～ 2 年の間に、
位相緩和の主要因とされる核スピンを持つ同位体が少ない Si 系量子ドットでの
電子スピン操作が実現され、複雑な多ビット演算にも見通しがたちつつあります。
一方、長距離量子情報通信では光子が情報の担体です。私たちの研究の一つは、
この単一光子と上述の量子ドット中の単一電子スピンの間で量子情報の変換を行
う光子－電子スピン量子インターフェースの実現です。これは将来の長距離量子
情報通信に必要不可欠な量子中継器の基盤技術です。また量子中継には量子情報
を保持しておく量子メモリも必要で、位相緩和時間が長いスピン量子ビットの開
発とタイアップして進めてゆく必要があります。最も重要な技術は遠隔 2地点の
電子スピン間での量子もつれの共有です。これは量子光学分野の量子もつれ光子
対生成技術を導入することで実現できると期待しています。
このように量子情報処理技術へ応用を念頭に置きつつ、より深くスピンの量子
力学的性質がかかわる基礎物性の探索とその制御の研究を行います。例えばこれ
まで固体物理の代表的な多体効果である超伝導と半導体低次元構造の接合を作製
し、半導体側への 2電子クーパー対相関の染みだしによる超伝導電流を実現しま
した。さらにスピン軌道相互作用が強い一次元半導体ナノ細線と超伝導体の接合
ではトポロジカル超伝導相が現れ、素粒子の分野で提案され未だ発見されていな
い粒子で粒子と反粒子が同一であるという性質を持つマヨラナ束縛状態が出現す
るという理論提案がなされ、その実証が固体物理のホットなトピックスにも取り
組んでいます。このように低次元系のスピンは基礎物理としてとても魅力的な現
象の宝庫です。そこでこれからは半導体低次元系と、光子、超伝導体中のクーパー
対相関やあるいは強磁性体の交換相互作用などを複合化させて起こる新しい量子
効果と発見と、その量子情報処理やスピントロ二クスへ応用の研究をより一層推
進し、大阪大学の発展のため研究と教育に貢献してまいります。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
量子電子デバイス工学部門
光・電子材料科学講座（協力講座）
量子システム創成研究分野（産業科学研究所）

教授　大岩　　顕
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新研究室紹介

Data is the new oil（データは新しい石油である）という言葉に代表されるよ
うに、ビッグデータを分析することで知識やルールを発見して、社会的あるいは
経済的なインパクトを生み出すことが期待されています。このような背景の元、
本ビッグデータ工学講座は 2014 年 4 月に発足し、同 6月に荒瀬准教授、7月に
鬼塚教授が着任した研究室です。2015 年 3 月現在は、博士前期課程学生 2名、
工学部電子情報工学科 4年生 4名、同 3年生 1名が配属されております。本講座
では、現代社会にビッグデータを基盤とするパラダイムシフトを創起し、生活、
文化、社会の発展や新産業・サービスの創造につなげるビッグデータ工学に関わ
る教育研究に取り組んでおり、特にコア技術として、
1) 大規模な構造データを分析するための分散データ処理・グラフマイニング技術、
2) 大規模テキストをコンピュータにより理解するための自然言語処理技術、の
研究を進めてきております。
分散データ処理・グラフマイニング技術：ウェブやセンサーデバイス等の普及
に伴って、データの単位は従来の単純な表構造データから、多様な関係を表現可
能なグラフ構造へと変化しつつあり、例えば人・モノ・場所からなる大規模なグ
ラフデータを瞬時に分析することが重要な技術課題となっています。私はこの中
で特に、1) 大量の計算機を利用した分散データ処理技術、2) 高速グラフマイニン
グアルゴリズム、3) 分析結果の可視化技術に取り組んでいます。このような技術
を完成させることで、全世界規模の人間の行動履歴から瞬時に知識やルールを発
見することが可能となり、社会的あるいは経済的なインパクトを生み出すことが
できます。
現在取り組んでいる具体的な応用例として、1) 近年社会問題になりつつある認
知症患者の介護負担を減らすため、ケア情報を収集し有用なノウハウを抽出・ノ
ウハウを利用者に的確に提示する応用、2) Beacon などの利用者の行動センサお
よび環境を制御するアクチュエータを活用して、利用者の行動を分析・パーソナ
ルなショッピングを実現する応用、3) 人間同士のソーシャルな関係を分析するこ
とによって、仲間を発見したり影響力のある人物を特定する応用、等に取り組ん
でいます。
自然言語処理技術：言語は人間にとってもっとも自然なコミュニケーション手
段の一つであり、長い歴史のなかで知識や経験の伝達に使われてきました。特に
インターネットの普及後、膨大な量の情報が多言語で記述され、日々集積されて
います。コンピュータでこのような大量の言語データを解析し、そこに現れる言
語現象を理解することで、人間の社会を構成する知識の抽出と活用が可能になり、
ひいては人間の知性の解明につながります。言語理解の第一歩として、ビッグデー
タからの言いかえ表現抽出に取り組んでいます。同一の事象を異なる表現で言い
表した言いかえ表現を解析することで、人間の言語生成におけるプロセスの理解
につながると期待しています。また言いかえ表現は一つの言語内で現れる現象で
すが、多言語に拡張することで機械翻訳技術の向上に貢献します。
以上の研究教育分野を推進し、微力ながら、澪電会の発展に貢献できれば幸い
と考えます。
会員の皆様におかれましては、今後ともご指導、ご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
ビッグデータ工学講座

教授　鬼塚　　真
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新研究室紹介

本分野は、産業科学研究所 第 1研究部門（情報・量子科学系）に設置されており、
情報通信工学部門の協力講座として、電気電子情報工学専攻の学生の指導を行って
います。澪電会の中では、情報系、つまりソフトウェア寄りの研究室にあたります。
2012 年 10 月に前任の溝口理一郎先生（現名誉教授）が北陸先端科学技術大学
院大学にご異動された後、2014 年 4 月に後任教授として駒谷が着任し、本分野
は新たな体制で再出発しました。2015 年 3 月現在では、駒谷和範教授、來村徳
信准教授（2015 年 4 月に立命館大学に転出予定）、古崎晃司准教授、武田龍助教
（2014 年 10 月着任）と、本薗千鶴子事務補佐員（2014 年 5 月着任）の 5名のスタッ
フがおります。また、特任助教、招へい研究員、外国人客員研究員 1名ずつに加
え、博士後期課程学生 2名、博士前期課程学生 3名、工学部電子情報工学科 4年
生 4 名が配属されております。旧溝口研のスタッフ・学生と、新しく着任した（配
属された）スタッフ・学生とが、協力して研究室を運営しています。
本研究分野では新たに、音声対話システムの研究に取り組んでいます。音声対
話システムとは、音声認識技術を用いて人と対話するシステムのことです。音
声認識とは、人間の声を入力として、それをテキストに変換する技術のことで、
Google による音声認識が Google Voice Search などで使われています。また、
Siri（Apple）やしゃべってコンシェル（NTTドコモ）、音声アシスト（Yahoo! 
Japan）など、スマートフォン上の音声応答アプリも広く使われつつあります。
大阪大学には近年、音声認識や自然言語処理を専門とする研究室がなかったため、
澪電会としては目新しい分野かもしれません。
音声認識における最大の問題は、音声認識誤りです。人間は単に音を聞いてい
るわけではなく、様々な背景知識を使って情報を補完しながら聞いているので、
雑音があってもうまく聞き分けられます。一方、システムの音声認識性能は、近
年さらに向上してきたとは言え、周辺状況の認識能力や知識が不足しており、人
間ではあり得ない間違いをします。上述のスマートフォン上のアプリは、基本的
には「一問一答」なので、もし音声認識誤りが生じても、再度言い直せば済みま
すが、人間同士の対話のように文脈を考慮し、いくつかの発話を組み合わせて理
解する場合には、音声認識誤りによる誤解の混入をうまく防ぎながら、相手の発
話を理解する必要があります。このように、本当に賢く対話できるシステムを作
るのはまだまだ難しく、取組み甲斐のある課題です。やればやるほど、人間がい
かに何気なく、高度な処理をしているのかがわかります。また人間がいかにきち
んと話していないかにも気づかされます。
さらに、人型ロボットを使った音声対話にも取り組んでいます。近年ロボット
の見た目や動きはどんどん人に近づいてきていますが、人と話すといった知能の
部分はまだまだ発展途上です。人と関わるロボットを実現するためには、音声対
話技術は必須です。2014 年にソフトバンク社から発表された Pepper は、対話で
きるように見えるようにうまく作り込まれていますが、本当に人間の意図を汲ん
で話をするのは、まだまだ難しい状態です。また、音声認識自体も、スマートフォ
ンではマイクと口との距離が近いのですが、ロボットに装着されているマイクで
は口からの距離が遠いため、各段に難しくなります。さらには体を持ったロボッ
トだからこそ起こる、難しさや面白さがあります。一対一の対話ではなく、多く
の参加者がいる多人数会話 (multi-party dialogue) も興味深い課題です。
以上の研究教育を推進し、微力ながら澪電会の発展にも貢献できればと考えて
おります。会員の皆様には、今後ともご指導ご支援を賜りますよう、お願い申し
上げます。

工学研究科
電気電子情報工学専攻
情報通信工学部門

知能システム工学講座（協力講座）
知識科学研究分野（産業科学研究所）

教授　駒谷　和範
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教員紹介

澪電会会員の諸先輩方におかれましては、益々御健勝にてご活躍のこととお慶
び申し上げます。2014 年 6 月に情報科学研究科ビッグデータ工学講座（鬼塚研
究室）に着任しました、荒瀬由紀（あらせゆき）と申します。着任してから早
10 か月、私にとって本当に激動の日々でした。
着任前は米Microsoft 社の研究部門におけるアジア拠点である、北京の
Microsoft Research で研究員をしていました。2010 年に博士後期課程を修了し
てすぐ入社したので、丸 4年、北京にいたことになります。入社時より自然言語
処理に取り組んでおり、言い換え表現抽出、英日・日英統計的機械翻訳、Web デー
タマイニングに興味を持っています。特に言い換え表現抽出は力を入れて取り組
んでおります。言い換え表現とは、同一の事象や意味を表していても表層や構造
は大きく異なる言語表現のことで、機械翻訳や文書要約、Web 検索など主要な
アプリケーションにおいて性能を向上するための重要な知識です。私は構文構造
を保持したフレーズ単位の言い換え表現を精度よく抽出することを目標として、
日夜研究に励んでおります。言葉は人間の知性の根幹を支えるものであり、言葉
のもつ意味的・構造的多様性やエレガントさ、柔軟さを解明する研究である自然
言語処理はとても面白く、魅力的な分野です。
母校である大阪大学で教鞭を取らせていただけること、非常に光栄で嬉しく思
います。キャンパスには懐かしい面影をそここに見つける反面、新しい施設やビ
ルなど、大阪大学の発展を象徴するかのような建物に圧倒されてもいます。これ
からは大阪大学の教員として、その飛躍に少しでも貢献できるよう、また後輩で
ある大阪大学学生が将来役に立つ知識や教養を身に着けるお手伝いを出来るよ
う、精いっぱい務めて参ります。
私生活では年明けに入籍し、公私ともに新しい生活がスタートしました。新年
度より気持ちを新たに精進して参りますので、ご指導・ご鞭撻のほど、何卒よろ
しくお願いいたします。

2013 年 10 月に電気電子情報工学専攻光電波工学講座極限光通信工学領域の准
教授に着任いたしました五十嵐浩司と申します。2002 年 3 月に東京大学大学院
工学系研究科電子工学専攻の博士課程を修了した後、古河電気工業株式会社ファ
イテルフォトニクス研究所研究員、東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻
講師、そしてKDDI 研究所主任研究員を務めてまいりました。光ファイバ通信
における半導体および光ファイバのデバイス開発から伝送システム評価まで幅広
く研究してまいりました。既に大洋横断級光ファイバ伝送における伝送容量は実
験室レベルでは既にシャノン限界に逼迫しており、今後の容量拡大の要求に対応
するためにも新規開拓技術が必須となっております。近年注目を集めているの
が、複数コア・複数モードを有した単一光ファイバを用いた空間多重技術であ
り、わたくしも長距離大容量光空間多重伝送システムに関する研究に従事してお
ります。1Exabit/s·km を超える伝送容量距離積の超長距離超大容量光ファイバ
伝送や 100 多重を超える光ファイバ空間多重伝送といったシステム研究、光領域
におけるパルス整形といった信号処理技術、そして光空間多重伝送用光デバイス
開発を行っております。以上のように今までは一貫して光ファイバ伝送分野の研
究に従事してまいりましたが、大阪大学に着任後からは異分野開拓を意識し、極
限光通信工学領域の井上恭教授とともに量子コンピューティングに関する研究を
スタートさせて頂くことができました。今後はより横断的・極限的な研究を展開
していきたいと考えております。長い歴史と幅広い人脈を有する澪電会の諸先輩
方から御指導御鞭撻を頂きたいと考えております。宜しくお願いいたします。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
ビッグデータ工学講座

工学研究科
電気電子情報工学専攻
光電波工学講座
極限光通信工学領域

准教授　荒瀬　由紀

准教授　五十嵐浩司
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卒業生の近況

小路　悠介（電子・B平 14、M平 16、D平 19）
ご無沙汰しております。2007 年 3 月に溝口研究室（産業科学研究所 知識システム研究分野）で博士後期課程
を修了した小路です。卒業後、三菱電機株式会社に入社し、情報技術総合研究所で、忙しくも充実した日々を送っ
ております。
入社以来、音声や言語処理にかかわる技術を扱う部署で様々な研究開発に取り組んできました。入社当初は学
生時代に学んだオントロジー工学の知識を活かして、三菱電機の製作所で用いる設計関連文書を蓄積・検索する
システムの開発に携わりました。様々な現場の設計知識に触れることができ嬉しかった半面、学生時代には分か
らなかった実際の業務でシステムを使って頂く難しさを肌で感じ、貴重な経験となりました。
その後、いくつかの研究テーマを経て、2年ほど前から音声対話技術の開発に従事しております。音声対話技
術とは、カーナビのような機械を操作するときに、声でやりたいことを指示し、機械が応答し、対話的に操作を
進めていくための技術です。関わる技術が、音声認識、言語処理、対話制御、音声合成と幅広く、多様な知識が
必要で、今に至るまで勉強、勉強の毎日です。幸いにもそれぞれの分野の頼もしい専門家が揃っている部署です
ので、自由闊達な議論を重んじる文化の中で、多くの方に助けて頂きながら、目の前の課題を一つずつ解決して
います。
弊社の音声対話技術の特徴としてユーザのやりたいことを構造化した意図階層木を参照するという点がありま
す。私は、学生時代は、オントロジー工学に基づき設計者の意図を明示化することをテーマとして研究しており
ました。「意図」という言葉とつくづく縁があるなあと感じます。人間の頭の中にある意図をどうやって機械に
理解させるかという点では学生時代から共通で、一筋縄ではいきませんが、やりがいのあるテーマだと感じます。
なかなか思うように成果が出ず、苦しいこともありますが、チャレンジ精神を忘れず、大学時代に学んだ技術や
経験を生かして、少しでも社会に貢献できるよう、日々、精進を続けていきたいと思います。
 （三菱電機株式会社）

崎元　謙一（電気電子・B平 22、M平 24、D平 27）
私は、平成 24 年 3 月に伊瀬研究室（パワーエレクトロニクス領域）にて博士前期課程を修了し、同年 4月より
川崎重工業株式会社に入社いたしました。伊瀬研究室では、分散電源に適用する系統連系インバータの制御方式
の研究に取り組んでおりました。現在は、技術開発本部　システム技術開発センターにてパワーエレクトロニク
スや電力系統や発電設備など、電気工学に関する分野の研究開発に従事しております。入社後、分散電源用系統
連系インバータの開発にも関わることとなり、社会人ドクターとして、伊瀬研究室に入学し、平成 27 年 3 月に博
士後期課程を修了いたしました。お世話になった関係者の皆様、ありがとうございました。
私が所属する川崎重工といえば、世間では、北陸新幹線などの車両やNinja などのバイクやイメージがあるか
と思います。これらはほんの一部で、船舶や航空機などの輸送機器、ガスタービンやガスエンジン、ギガセルな
どのエネルギー機器、産業用ロボットや油圧機器、プラントなどの産業機器をはじめとする、幅広い事業領域が
あります。私が所属する技術開発本部では、この幅広い事業領域を横断して研究開発を行う部署です。
入社して 3年が経過し、様々な分野の製品に関わってきましたが、どの事業領域においても、電気工学は根幹
となる技術であり、今後重要性が高まっていく技術であると感じております。例えば、ハイブリット自動車や電
気自動車が普及し、自動車はエンジンではなくモーターで動くようになってきています。この流れは、自動車分
野に限ったことではなく、船舶や航空機業界でも同様の流れがあります。船舶では、プロペラはディーゼルエン
ジンで駆動しておりましたが、これをモーターで駆動する電気推進船の研究が進められております。モーターで
駆動することで、駆動部分を小型化でき、船体設計の自由度を高め、燃費を高めることができます。また、航空
機でも、ボーイング社の最新鋭機 B787 では、リチウムイオンバッテリを搭載し、エンジンの始動にモーターを
用いております。また油圧で駆動している機器を電気機器に置き換える研究など、MEA (More Electric Aircraft)
の研究開発が活発に行われております。ここでは、輸送機器分野について述べましたが、ほかの事業領域でも同
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様に、電気工学の重要性が高まっております。
川崎重工は機械メーカーであり、他の電機メーカーと比べると、電気系の技術者の割合は少ないです。一方で、
電気系の技術の重要性が高まっており、電気系の技術者への期待は大きくなっていると感じております。この期
待に応え、技術者として社会に貢献できるよう頑張っていきたいと考えております。
 （川崎重工業株式会社　技術開発本部　システム技術開発センター）

村田　祐也（電子・B平 15、M平 17、D平 20）
私は 2008 年に片山研究室を卒業した後、2012 年までアメリカのUCLA、2014 年までNTT基礎研、それ以降
は CNR-NEST というイタリアの研究機関でポスドクとして研究に従事してきました。片山研究室に在籍したこ
ろから一貫して、表面物性、とくにカーボン系材料を主な対象として研究を続けてきました。これだけ長い間、
所属が変わりながらも一つの分野の研究を続けて来られたのは、大阪大学で学んだ研究の基礎のおかげだと思い
ます。
現在は、グラフェンの水素吸蔵利用を目的とした研究をおこなっています。燃料電池車などに使う水素を持ち
運ぶために、できるだけ重量比体積比が大きくかつ安全に水素を貯蔵する方法が求められています。現在もちい
られている高圧タンクによる方法に比べて、グラフェンに水素を吸着させる方法はよりコンパクトかつ安全に水
素を貯蔵できると考えられます。しかしながら、今までのところ、水素をグラフェンに効率的に吸着脱離させる
方法はまだ確立されていません。私は、水素がグラフェンに吸着脱離する様子を原子レベルで観察し、そのメカ
ニズムを解明することを目的として研究をおこなっています。
CNR-NESTは斜塔で有名なピサにあります。イタリア最高の教育機関とされるピサ大学システムの中の、ピサ
高等師範学校に併設された研究所です。100 名ほどの研究者の半分がバイオロジー、半分が無機物性の研究に従
事しています。ほとんどイタリア人ばかりですが、公用語は英語です。研究に必要な設備や研究者を支援する体
制が整っていて、快適な環境といえるのではないでしょうか。モデナやトリエステなどにもCNRの研究所があり、
相互に連携して研究を進めています。
ピサは観光地かつ大学の町なので外国人を見かける機会が多い場所です。そのため、イタリアの他の地域に比
べれば、ピサ人は英語が得意だと思います。スーパーマーケットなどでもたいてい英語で通じてしまいます。外
国人居住者にとって適応しやすい町ですが、一方で、イタリア語を使う機会がないのでなかなか上達しません。
一年以上イタリアにいて、かたことの自己紹介くらいしか話せないのではわざわざイタリアに来たのがもったい
ないので、もう少しイタリア語を勉強しなければと思っています。イタリア語の発音はローマ字読みなので、規
則的で簡単です。ただし、Rだけは巻き舌を使わなければならないのでご注意ください。
 （Istituto Nanoscienze-CNR and Scuola Normale Superiore (CNR-nano),）

佐藤　勝紀（情報システム・B平 24、M平 26）
私は平成 26 年 3 月に薦田研究室（情報科学研究科マルチメディア工学専攻）で博士前期課程を修了しました佐
藤勝紀と申します。大学院修了後はトヨタ自動車に入社し、入社からちょうど 1年と間もないですが、近況報告
をさせて頂きます。
弊社には様々な教育があり、この 1年間のほとんどが研修となり、担当の業務にやっと慣れてきたところです。
研修では、全体教育や販売店実習、工場実習、自動車の 1つ 1つの仕組みを実際に分解・組立をしながら構造を
学ぶ教育もありました。販売店実習では、お客様から直接、ありがたいお言葉や厳しいお言葉を頂く機会があり、
商談する際には、お客様それぞれの自動車へのこだわりを感じました。販売店スタッフからは 1台の自動車を販
売する難しさ、リコール対応など多くの苦労を学びました。お客様からの期待を肌で感じるとともに、様々な面
でメーカーとしての責任を痛感しました。工場実習では、実際に自動車を製造する生産ラインに立ちました。私
は現在、生産技術部門に所属しており生産設備を導入する立場として、ラインに入って経験しないと見えないこ
とを多々感じました。これらの教育で、当たり前のことですが、現場を経験しないとわからないことを実際に経
験して学ぶことができたことは特に貴重な経験だったと思います。
入社後は ITS (Intelligent Transport Systems) 分野で次世代交通システムや新たなクルマ社会の構築のために
情報分野で貢献できる仕事に携わりたいと考えていました。しかしながら、前述のとおり、生産技術部門の部署
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に配属され、エンジン工場向けのシステム開発と展開業務に携わっています。正直言いますと、入社前にはこの
部署があることを知りませんでした。また、大きな会社であるため、他にも想像していなかった仕事が多々あり
ますし、1つのプロジェクトを進めるにあたり、本当に多くの部署や社員と連携しており、配属してからの短期
間でとても多くの人に出会い、一緒に仕事をしております。入社前の希望とは異なる業務ですが、現在の業務は
とてもやり甲斐があり、満足しております。日々勉強しながら苦しみ、楽しんで仕事に励んでいきます。
この 1年間は今後の会社生活でおそらく経験することがない研修にて、お客様と接する機会があり、生産ライ
ンで働き、販売店や現場での苦労を肌で感じました。研修で得た貴重な経験を、今後の仕事の中で何度も振り返
りながら、「もっといいクルマつくる」ために生かしたいと思います。今後も日々学び、成長して会社に貢献でき
るように、頑張っていこうと思います。

（トヨタ自動車株式会社　生産技術部門）

学生の声

西村　悟史（電気電子情報工学専攻　情報通信工学部門・D3）
本稿では、私が大阪大学で経験したことを振り返り、卒業生の皆様には大阪大学の現状の一端を、在学生の皆
様には今後の参考になる情報をお伝えできればと思います。
私は、知識科学研究分野（旧溝口研究室および駒谷研究室）に在籍し、人工知能の一分野である知識工学に関
する研究に従事してきました。特に私のテーマは、看護行為や医療行為などの行為に関する知識を構造的に記述
し、新人看護師教育やマニュアル改善に役立てる研究です。この研究は、研究室早期配属制度を利用した学部 3
年次より続けたもので、その研究活動と研究室生活を通して、貴重な学びと経験を得ることが出来ました。
本稿を書くに当たり、大学生活を振り返ってみると、“人”に恵まれていたことに改めて気が付きました。まず
学部 1、2年次には、部門の先生方から講義を通して電気系の基礎知識を学び、そして 3年次からは研究室の先生
方の御指導の下、研究室早期配属制度を利用して、研究を始めました。そこでは、研究とスキルの両面で質の高
い指導を受けることが出来ました。一通りの研究の進め方に加えて、解きやすい問題ではなく解くべき問題に取
り組むという研究姿勢を学び、専門分野において高名な研究者である先生方との議論を通して、自分の研究を深
化させることが出来ました。そして、他人に伝わる文章の書き方や説明の仕方など研究以外にも役立つスキルを
教わり、研究成果を公表する機会にも恵まれました。さらには、先輩や同輩、後輩も優秀な学生で「流石阪大生だ」
と、ことあるごとに唸らされました。そのような方々と日々の議論を通して、研究を深め、互いの能力を高め合
える環境で研究室生活を過ごせたことは私にとって良い経験になりました。それに加えて、他の専攻や学外の方々
とも、共同研究を通して親交を深めることが出来ました。自分とは異なる専門分野で、やる気に満ち溢れ先見性
を持った方々と交流を持つことで、考え方の違いを学ぶとともに工学者として社会や人の役に立つ研究の重要性
を実感できました。
このように学内外を問わず“人”に恵まれた結果、学術論文の採択や国際会議での発表など複数の成果を上げ
ることが出来ました。さらには人工知能学会から、全国大会優秀発表賞や研究会優秀賞を頂きました。
このように大阪大学は私にとって、教えを乞うべき教員と互いに自己を高め合える学生がいて、その活動をサ
ポートしてくれる事務職員や制度がある良い環境でした。さらに、外部との共同研究に参画する機会があれば、
学内とは違う視点の研究者とも交流できる環境だと思います。ここで学んだことを活かして、社会に貢献できる
よう今後も精進いたします。

立石　健治（電気電子情報工学専攻　システム・制御・電力コース・D1）
私は現在、電気電子情報工学専攻のシステムアナリシス領域（谷野研究室）に所属しており、メタヒューリスティ
クスの1つであるParticle Swarm Optimizationに関する研究を行っています。研究は大変ですが、親切な先生方や、
明るく楽しい研究室のメンバーと共に有意義な研究室生活を送っています。
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配属までは、将来のことをあまり考えずにバイト、サークルに勤しんでいました。結局、配属の時期になって
も特にこれがやりたいという強い熱意は湧いていなかったのですが、普段の授業から回路や物性論よりも数学や
制御系のほうが面白そうだという思いがあったので、研究室選択はあまり迷うことなく決めました。
無事に志望通りの研究室に配属されましたが、配属された当初は、自身の研究内容に関する基礎知識不足や、
講義で数回触っただけでまだまだ不慣れなプログラミングなど苦労の連続でした。しかし、先生方や先輩方の親
切なご指導により、少しずつですが研究を進めることが出来ました。
修士一年では初めての学会発表を経験させていただきました。発表自体は滞りなく行うことができましたが、
質疑応答で返答に困ってしまうことがあり、自身の理解が不足していることが分かる良い機会になりました。ま
た、修士一年はサポートの形で先輩後輩の研究に関わる機会が多い年でもありました。相手の思いを間違いのな
いように理解して効率的に研究を行うために、相手と意思疎通を図る意識が強く芽生えました。自身が研究者と
して大きく成長できた年になったと思います。
今年から就職活動の開始時期が 3月からになったため、私の就職活動も始まったばかりです。自身が研究して
いる最適化技術を社会に生かしたいという思いはあるのですが、最適化技術はほぼ全ての分野で必要とされてい
るものであるため、自身の興味や性格と合わせてどのような職に就けば良いのかを日々模索しています。来年度
は就職活動と研究の両立に苦労することになりそうですが、学生生活最後の年として、良く学び、精進していき
たいと思います。

大森　雅志（電気電子情報工学専攻　量子電子デバイス工学部門・M2）
私は電気電子情報工学専攻の尾崎研究室に在籍し、来年度から博士後期課程に進学予定です。研究室に在籍し
てからの三年半の間、有機薄膜太陽電池の高性能化に関する研究をしてきました。ここでは、私の大学に入学し
てからの六年間と博士後期課程への進学を決めた理由について述べたいと考えています。
私は大学入学以前から太陽電池に興味があり、太陽電池開発の研究をしたいと考えていました。そのため、太
陽電池に関する研究を行っている電気電子情報工学専攻に入学しました。学部一年の授業で太陽電池の種類につ
いて学び、その中で新規の太陽電池である有機薄膜太陽電池に興味を持ちました。また、学部生の自由な時間の
ある間に将来役に立つ、様々な勉強をしておきたいと考え、第三種電気主任技術者等の資格を取得しました。
学部三年の後期より、早期配属制度により有機薄膜太陽電池の研究を行っている尾崎研究室に配属しました。
先生と先輩方の熱心な指導のおかげで、中国で行われた国際学会に参加する機会を与えていただいたことや英語
の学術論文を二本提出することができたことなど貴重な体験ができ、とても充実した三年半となりました。また、
早期配属により半年早く研究を始めており、早くから業績があったため、企業や日本学生支援機構からの奨学金
を受けることができました。博士後期課程に進学してからも、日本学術振興会の奨学生となることが決定してい
ます。このように、金銭的に困る事なく学生生活を送ることができたことは幸いだと考えています。
次に私が博士後期課程への進学を決めた理由について述べます。私は修士二年まで企業に就職するか進学する
かを決めかねており、就職活動も行っていました。就職活動中に企業と大学の研究との相違点として感じたこと
は、企業では利益重視で自由な研究ができないということである。また、一生同じ企業に勤め続けられるわけで
はないため、就職するにしても有益な経験となるようにしたいと考えていました。その結果、大学で利益を考え
ることなく自由に研究ができる時間と博士の学位を取得することが、今後の自分の成長において重要だと考えま
した。
今後の博士後期課程の三年間で様々な分野に適用できる知識と経験を身につけ、社会に役立つことができるよ
うに、これからも一層の努力をしていきたいと考えています。

小林　良至（情報科学研究科　マルチメディア工学専攻・M2）
私は情報科学研究科のマルチメディア工学専攻、ビジネス情報システム講座（薦田研究室）に所属し、サプラ
イチェーンマネジメント、および仮想マシンの配置計画作成に関する研究に従事してきました。研究室に配属さ
れてからの 3年間は、とても刺激的な日々でした。先輩や先生方との議論を通じて、研究に関する知識だけでは
なく、論理的に物事を考える力や自らの考えを効率よく伝える方法を学びました。また、先生方のご尽力と研究
室のメンバーの協力のおかげで、国際学会での発表を 3度、また 3ヶ月間のアメリカへの海外インターンシップ
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を経験することができました。国際学会では、英語でのプレゼンテーションと質疑応答を通して、準備の大切さ、
聴衆に分かりやすく伝えることの難しさを学びました。コミュニケーションのツールとして、英語力の重要性を
痛感した経験でした。また、海外インターンシップでは、情報科学研究科のご支援をいただき、カリフォルニア
大学アーバイン校で様々な国の学生とともに研究をさせていただきました。言葉や文化の壁に行き詰まることも
ありましたが、ITの力で世の中を変えていこうと日々努力を続ける研究者の方々と直接議論することができたこ
とは、本当に貴重な経験でした。国際学会およびインターシップは、研究科や研究室、家族の協力があったから
こそ実現したものであり、本当に感謝しています。
研究室に配属される前の 3年間は、講義を聴き、与えられた課題をこなすということが多かったように思います。
しかし、配属後の 3年間は自ら問題点を整理し、解決策を考え、課題に対して 1つ 1つ取り組んでいくというプ
ロセスをチームとして行っていくことが、主な活動の流れとなりました。このような環境で過ごせたことは、社
会に出てからも役に立つことだと思いますし、実際に就職活動において有利に働いたと感じています。また、前
半の 3年間で学んだ基礎知識がどれほど重要なものなのかを実感できた 3年間であったと思います。4月からは
社会人として働くことになりますが、周りの方々への感謝を忘れずに、学生時代に学んだことを生かしてがんばっ
ていこうと思います。

株式会社ダイヘン　　　http://www.daihen.co.jp/
電力供給から金属加工、半導体製造分野まで、社会のニーズに応える先進のものづくりで、ダイヘンは社会の発展
に貢献します。

匿名企業　1社

澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援を賜り
まして、厚くお礼を申し上げます。
さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、適宜
必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45年から大正 2年頃に結成されて（第 1回会報　山口次郎「澪電
会小史」より）以来、今や約 9,000 名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業謝恩会、見学会、新入生歓迎会、
講演会そして支部活動と活発に活動しております。平成 24年度より、電子メイルによる会員の皆様への情報発信も開始
しております。しかし、残念ながら運営の基盤となる会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。
このような状況のもと、澪電会では、会の趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額
50,000 円／一口以上）を企業の方を対象に募ることとなりました。澪電会の会則には、すでに賛助会員が含まれてお
ります。
澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれましては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、
ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。なお、ご賛同していだだけますと、賛助会員企業（サポート企業）である
ことを澪電会会員に活動を通じて周知いたします。例えば、電子メイルによる案内では、サポート企業名とそのキャッ
チフレーズ（1行から 2行）をメイル文の最後の方につけて賛助会員企業を周知いたします。
ご賛同していただける場合には、澪電会事務局までお知らせください。

e-mail:reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
申込用紙を電子メイルにてご送付させていただきます。
なお、本会に関するご意見やご希望がございましたら、ご遠慮なくお聞かせ下さい。皆様のご協力をお願いいたします。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。
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会員の方々のご活躍

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

原　隆浩先生
 第 11 回日本学術振興会賞
牛尾知雄先生
 文部科学大臣表彰　科学技術賞（開発部門）
丸田章博先生
 文部科学大臣表彰　科学技術賞（理解増進部門）
森　勇介先生
 第 14 回山﨑貞一賞（材料分野）
吉村政志先生
 第 14 回山﨑貞一賞（材料分野）
森　勇介先生
 日本結晶成長学会　第 21 回技術賞
吉村政志先生
 日本結晶成長学会　第 21 回技術賞
森　勇介先生
 日本結晶成長学会　40 周年記念学会貢献賞
今出　完先生
 日本結晶成長学会　第 21 回技術賞
北山研一先生
 情報化促進貢献個人等表彰（総務大臣賞）
西尾章治郎先生
 情報化促進貢献個人等表彰（文部科学大臣賞）
西尾章治郎先生
 電子情報通信学会　功績賞
牛尾知雄先生
2013 年に行われた ISS での研究のうち、もっとも
技術的な達成を成し遂げた研究」としてNASAか
ら表彰
杉本宜昭先生
ハインリッヒ・ローラー・メダル　－ライジングメ
ダル－

森　伸也准先生
 ノッティンガム大学栄誉教授の称号
牛尾知雄先生
 「電波の日」近畿総合通信局長表彰
伊藤雄一先生
 Knowledge Innovation Award 2013 グランプリ
渡辺　尚先生
電気通信普及財団第 29 回テレコムシステム技術賞　
奨励賞
高井重昌先生
 電気学会電子・情報・システム部門誌　優秀論文賞
宮本俊幸先生
 電気学会電子・情報・システム部門誌　優秀論文賞
松田崇弘先生
 電子情報通信学会　論文賞
滝根哲哉先生
 電子情報通信学会　論文賞
三浦友史先生
The 2014 International Power Electronics Conference 
-ECCE Asia- the Second Prize Paper Award
伊瀬敏史先生
The 2014 International Power Electronics Conference 
-ECCE Asia- the Second Prize Paper Award
林　祐輔先生
The 2014 International Power Electronics Conference 
-ECCE Asia- the Second Prize Paper Award
渡辺　尚先生
 平成 26 年度総務省東海総合通信局長表彰
渡辺　尚先生
 2013 年度情報処理学会フェロー
松岡俊匡先生　電子情報通信学会
2013年 IEICE Electronics Express (ELEX) Best 
Paper Award
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教室情報

平成27 年度電気電子情報工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報工学専攻長 上田　良夫　教授
電気電子システム工学部門長 舟木　　剛　教授
情報通信工学部門長 三瓶　政一　教授
量子電子デバイス工学部門長 八木　哲也　教授
システム・制御・電力工学コース長 高井　重昌　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 田中　和夫　教授
情報通信工学コース長 滝根　哲哉　教授
量子電子デバイス工学コース長 森　　伸也　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 中前　幸治　教授
電気電子工学科目長 尾崎　雅則　教授
システム制御電力コース長 高井　重昌　教授
先進電磁エネルギーコース長 田中　和夫　教授
量子電子デバイスコース長 尾崎　雅則　教授
情報通信工学科目長 前田　太郎　教授
情報通信工学コース長 前田　太郎　教授

就職担当
電気電子情報工学専攻
システム・制御・電力工学コース 高井　重昌　教授
先進電磁エネルギー工学コース 高井　重昌　教授
情報通信工学コース 馬場口　登　教授
量子電子デバイス工学コース 近藤　正彦　教授
電子情報工学科
システム・制御・電力コース 高井　重昌　教授
先進電磁エネルギーコース 高井　重昌　教授
量子電子デバイスコース 近藤　正彦　教授
通信工学クラス 馬場口　登　教授
情報システム工学クラス 渡辺　　尚　教授

電気系人事
（平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日）
荒瀬　由紀 准教授 平成 26 年 6 月 16 日 採　用
鬼塚　　真 教授 平成 26 年 7 月 1 日 採　用
尾崎　典雅 准教授 平成 26 年 7 月 1 日 昇　任
伊庭野健造 助教 平成 26 年 8 月 1 日 採　用
中村　浩隆 助教 平成 26 年 12 月 1 日 採　用
井渕　貴章 助教 平成 27 年 4 月 1 日 採　用
衣斐　信介 准教授 平成 27 年 4 月 1 日 昇　任
森　　伸也 教授 平成 27 年 4 月 1 日 昇　任
宮本　伸一 准教授 平成 27 年 3 月 31 日 退　職
 （和歌山大学へ）
杉本　宜昭 准教授 平成 27 年 3 月 31 日 退　職
 （東京大学へ）

籔内　俊毅 助教 平成 27 年 3 月 31 日 退職
 （理化学研究所へ）
阪口　　啓 准教授 平成 27 年 3 月 31 日 退職
 （東京工業大学へ）
飯田　敏行 教授 平成 27 年 3 月 31 日 定年退職
大森　　裕 教授 平成 27 年 3 月 31 日 定年退職
薦田　憲久 教授 平成 27 年 3 月 31 日 定年退職
來村　徳信 准教授 平成 27 年 3 月 31 日 退職
 （立命館大学へ）
藤田　尚徳 准教授 平成 27 年 3 月 31 日 退職

母校の教壇に立つ本会会員（平成 26年度）
・電気電子工学科目「産業社会と工学倫理」
 ㈱富士通システム統合研究所　顧問
 前川　　通（電気・昭 49）
・電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅰ」
 JFE スチール㈱西日本製鉄所（福山地区）制御部
制御技術室　室長
 河村　和朗（電気・平 2）
・電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅰ」
 JFE スチール㈱西日本製鉄所（福山地区）制御部
制御技術室　室長
 岡田　誠康（電子・平 4）
・電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
 ㈱ NTT ドコモ無線アクセス開発部　担当部長
 安部田貞行（通信・平 5）
・電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
 西日本電信電話株式会社　設備本部ネットワーク
部エンジニアリグ部門　部門長
 土井内　博昌（通信・平元）
・電気電子情報工学専攻「プラズマフォトニクス」
 ゼータフォトン株式会社　技術顧問
 藤田　雅之（電気・昭 58）
・電気電子情報工学専攻「電力・エネルギーシステム
計画・運用論」
 関西電力株式会社　電力流通事業本部　給電計画
グループ　チーフマネジャー
 多田　充宏（電気・平元）
・情報科学研究科「情報科学特別講義Ⅱ」
 パナソニック㈱
 木村　浩三（情報・D平 10）
・情報科学研究科「クラウド基礎 PBL」
 奈良先端科学技術大学院大学  情報科学研究科  准教授
 市川　昊平（情報・平 15）
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平成 27年 3月電気系卒業者・修了者就職先

システム制御電力コース（1名）
奈良先端科学技術大学院大学

先進電磁エネルギーコース（3名）
㈱キーエンス
住友重機械工業
未定

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

■大学院前期課程修了者

量子電子デバイスコース（5名）
特定非営利活動法人大阪ブリッジセンター
警察庁
スミセイ情報システム
日立造船
未定

通信工学クラス（2名）
ソフトバンク㈱
未定

情報システムクラス（5名）
㈱サガテレビ
東京大学大学院
宝塚市役所
株式会社エムハンド
未定

電気電子システム工学部門（50 名）
野村証券㈱
JR西日本㈱
三菱電機㈱（4）
コマツNTC㈱
㈱小松製作所
パナソニック㈱ (3)
㈱システナ
バンドー化学㈱
JFEスチール㈱
㈱デンソー (2)
㈱アルプス技研
関西電力 (3)
NTTファシリティーズ㈱
川崎重工業㈱ (2)
シャープ㈱
四国電力㈱ (2)
住友電気工業 (3)
㈱キーエンス
大阪銘板㈱
三菱重工業 ㈱ (2)
㈱みずほファイナンシャルグループ
三菱日立パワーシステムズ㈱
トヨタ自動車㈱
住友林業㈱
東京エレクトロン宮城 ㈱
JX日鉱日石エネルギー ㈱

オムロン㈱
ユーシン精機㈱
独立行政法人日本原子力研究開発機構
㈱メガチップス
㈱ クボタ
㈱アルプス技研
ヤマハ㈱
日立金属㈱
大阪大学大学院 (2)
未定

情報通信工学部門（32 名）
三菱電機㈱ (2)
NTTコミュニケーションズ㈱
新日鐵住金㈱
愛知時計電機㈱
村田製作所
総務省
大阪大学大学院 (3)
アルプス技研株式会社
NTTコミュニケーションズ㈱
㈱朋栄
日本電気㈱ (2)
東日本電信電話㈱
㈱ユー・エス・イー
KDDI ㈱
㈱ケイ・オプティコム (2)

クボタシステム開発㈱
ファナック㈱
 ㈱ NTTドコモ (2)
㈱豊田自動織機
㈱日立製作所 (3)
㈱アイピックス
富士通㈱ (2)
関西電力㈱

量子電子デバイス工学部門（53 名）
JFEスチール㈱
関西電力㈱
ダイキン工業㈱ (2)
富士通㈱
テルモ㈱
大日本印刷㈱ (2)
堺市役所
TOA㈱
㈱ 日立製作所
東芝ライテック株式会社
アークレイ株式会社
ザインエレクトロニクス㈱
中部電力㈱ (3)
九州電力㈱
豊田合成㈱
パナソニック㈱
ソニー㈱ (3)
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■大学院後期課程修了者

京セラ㈱
本田技研㈱
トヨタ自動車㈱ (2)
㈱ニューフレアテクノロジー
丸紅㈱
シスメックス株式会社
㈱東芝
マツダ㈱
セイコーエプソン株式会社
三菱電機㈱ (2)
コニカミノルタ㈱
㈱ LITALICO
ジャパンディスプレイ㈱
㈱ダイヘン
オムロン㈱
神戸市役所
株式会社豊田自動織機
大阪大学大学院 (3)
ニチコン株式会社
ファナック㈱

㈱クボタ
三菱重工業㈱
新日鐵住金㈱
横河電機㈱
国土交通省
ヤンマー株式会社

情報科学研究科（39 名）
大阪大学大学院 (5)
NTTコムウェア ㈱
ニッセイ情報テクノロジー
フェンリル株式会社
日本アイ・ビー・エム ㈱
アビームコンサルティング株式会社
綜合警備保障㈱
阪神電気鉄道株式会社
㈱ 島津製作所
㈱ 三菱電機 (2)
ブラザー工業㈱
㈱博報堂DYメディアパートナーズ

ユナイテッド㈱
関西電力㈱
パナソニック エクセルテクノロジー㈱
森北出版㈱
ダイキンエ業㈱
株式会社デンソー
㈱三井住友銀行
パナソニック㈱ (3)
新日鉄住金ソリューションズ㈱
任天堂㈱
㈱山本金属製作所
北陸電力㈱
キーエンスソフトウェア株式会社
楽天株式会社
富士通㈱
豊田自動織機㈱
TIS ㈱
富士通関西中部ネットテック㈱
㈱TBSテレビ
未定

電気電子システム工学部門（7名）
大阪大学大学院
川崎重工業㈱
田淵電機㈱
韓国に帰国
㈱東芝
浜松ホトニクス㈱
三菱電機

情報通信工学部門（3名）
産業技術総合研究所
奈良先端科学技術大学院大学
東京理科大学

量子電子デバイス工学部門（5名）
公益財団法人レーザー技術総合研究
所（予定）

大阪大学 (3)
ギガフォトン㈱

情報科学研究科（3名）
大阪大学 (2)
日本電気㈱

注意： 会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成 27 年 3 月末まで）に回答
の得られたものを（順不同で）記載しました。
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澪電会役員

会長
谷口　研二（子 46） 奈良工業高等専門学校

副会長
厚海　俊明（子 48） ㈱日立製作所
三谷　康範（電 56） 九州工業大学
高見　佳宏（電 59） 中国電力㈱
春田　　清（電 51） ㈱ケーブルテレビ富山
多賀　裕司（電 51） テクノ・サクセス㈱
片山　正昭（通 56） 名古屋大学
栖原　敏明（子 48） 阪大・工・電電情・子

幹　事
西村　博明（電 50） 阪大・レーザー 
山元　正人（電 53） 日本電気㈱
藪内　康文（子 54） パナソニック㈱
伊瀬　敏史（電 55） 阪大・工・電電情・気
永田　清人（通 55） ㈱ NTT ドコモ
尾﨑　雅則（電 58） 阪大・工・電電情・子
高木　　洋（通 58） ㈱日立システムズ
 ネットワークス

片山　光浩（子 60） 阪大・工・電電情・子
山下　隆久（電 61） 住友電気工業㈱
西口　芳明（電平元） 三菱電機㈱
河田　靖弘（通平元） 関西電力（株
土井内裕章（通平元） 西日本電信電話㈱
武仲　正彦（電平 2） ㈱富士通研究所
三好　秀和（通平 2） 住友電気工業㈱
鶴田　義範 ( 電平 3) ㈱ダイヘン
中野　浩之（通平 3） 西日本旅客鉄道㈱
内田　正雄（子平 3） パナソニック㈱
加東　智明（子平 3） 三菱電機㈱
渡辺　健司（子平 4） シャープ㈱
吉村　政志（電平 6） 阪大・工・電電情・子
久保　　理（子平 8） 阪大・工・電電情・子
宮川　修一（子平 8） 阪神電気鉄道㈱
山崎　聖高（子平 9） 関西電力㈱
古崎　晃司（子平 9） 阪大・産業科学研究所
南浦　武史（電平 9） パナソニック㈱
浪岡　保男（情平 14 博） ㈱東芝
前川　卓也（情平 15） 阪大・情報科学研究科

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 量子電子デバイス工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター
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同窓会だより

卒業50周年記念同窓会
（通信工学科昭和 39年卒業）

日　時：2014 年 5 月 26 日　12：30 ～ 16：30
場　所：グランドエクシブ浜名湖（浜松市）
出席者：（後列左より）
 長濱、河本、田中（宏）、片山、平川、岩本、
 大久保、吉岡、小野、田中（一）、中林、廣澤、
 名村、長岡、森田、髙橋
 （前列左より）
 大川、岡本、小山、塩澤、スウィット、伊藤
 以上　22 名

通信工学科卒業 50 周年記念同窓会が、平成 26 年 5
月 26 日に、浜松市にあるグランドエクシブ浜名湖で
開催されました。同窓会の開催に先立って、まず、同
窓生の皆様のご協力を得て、メール連絡網の整備から
始めました。同窓会の日取りは、このメール連絡網を
使って同窓生のご都合をお聴きした上で決めたため、
予想以上の人数が集まりました。開催場所としては、
関東在住と関西在住の何れの場合にも参加し易いよ
うに、東京と大阪のちょうど真ん中に位置する浜松市
を選びました。
当日は、まず 4名の物故者に対する黙祷から始まり、
引き続いて幹事から、通信工学科卒業 50 周年記念同
窓会が開催されるに至った経緯について簡単に報告
を受けた後、乾杯が行われ、3つのテーブルに分かれ
て食事と歓談に移りました。卒業してからすでに 50
年も経っていたため、最初は誰だかわからなかった仲
間も暫く話すうちにすぐに学生時代の姿が思い出さ
れ、たちまち意気投合し、積もる話に会場は大いに盛
り上がりました。特に、私達が卒業した昭和39年には、
東海道新幹線が開通し、東京オリンピックが開催され
たこともあり、感慨も一入でした。食事の後は、参加

者全員から順番に近況報告を受けました。すでに 70
歳を過ぎた現在でもまだ仕事を続けている人、趣味や
スポーツに励む人など、それぞれに元気に活動されて
いるようでした。今回の同窓会に関連して特筆すべき
こととしては、メール連絡網の整備によって、同窓生
の間でメールによる交流が促進されたことが挙げら
れます。メール連絡網によって、種々の有益な情報を
配信して頂いた同窓生の皆様に厚くお礼を申し上げ
ます。また近いうちに再会できることを期待しており
ます。
 （幹事：塩澤、小山、吉田）

電気昭和 35年卒同期会

日　時：平成 26年 6月 25 日（水）於新阪急ホテル
出席者：17 名

（写真後列左から末光、佐治、福岡、中村、
中列左から多田、須見、六条、藤田、山下、
和佐、前段左から若林、首藤、安達、松浦、
宮崎（慶次）、南条、手塚）

2年ぶりの再会とあって、幹事の松浦虔士阪大名誉
教授の挨拶、乾杯に続いて各人の近況を語りながら旧
交を温めた。大半が喜寿を迎える年であり、話題は主
に趣味や健康の秘訣の披瀝となったが、終盤、今年の
夏の関西の電力事情の見通しに話が及び、藤田元関電
大飯原発所長を中心に、重電メーカー、原子力専門家
などが喧々諤々、昔の電気の学生に戻って熱い議論で
話が弾み、無事に停電のなきことを願って閉会した。
翌日、希望者によるゴルフ会を実施しました。今年は
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参加者がついに 4名となりましたが、実力通り楽しく、
元気にラウンドしました。次回も実施しようと場所も
決め散会しました。（文責：宮﨑、首藤）

電気工学科 1954 年卒（幾
いく

越
こし

会）同窓会

日　時：平成 26年 7月 31 日（木）12：30 ～ 17：00
場　所：あべのハルカスビル内
 「大阪マリオット都

みやこ

ホテル」
 20 階宴会場「星空」
出席者：荒木、筏、尾崎、岡村、丘本、加藤、鎌田、
小林、高草、田中、長濱、服部、
升田、村井、森本、守本
 以上 16 名

今年は卒後 60 周年の還暦卒の年に当たるので、元
気な会員が全員出席可能な日と、出席し易い場所を選
んで会を行おうということになり、今年新しい大阪の
ランドマークとなった、日本一高い超高層ビル「あべ
のハルカス」での開催となった。私たちは齢 82 か 83
にはなったが技術革新には未だ全員が多大な興味を
持っているので、このビルの建設に貢献された専門家
の部長さんから、宴会を始める前に、「どのようして
この超高層ハイテクビルが出来たのか」、耐震耐火対
策、省エネ対策などについて詳しい解説を受け、施設
の一部の見学までさせて頂けたことは真に感謝であ
ります。
講演会兼宴会場の「星空の間」にもどって講師先生
との質疑応答が終わり、いよいよ 2時半頃から宴会開
始。まず、今年お亡くなりになった西村先生をはじめ
物故者全員に黙祷を捧げたのち、特製の和会席料理に
ワインを含む飲み放題のコースで宴会が始まった。全
員が近況や経験談や回顧話などをして会話を楽しん
だが、自作の歌まで飛び出し、会は盛り上がった。そ

して再会を誓って 5時に 1次会はお開きとなったが、
そのあと 19 階のバーで 2次会も実施され、また好天
に恵まれていたので高層階からの眺望も楽しむこと
が出来、卒後 60 周年同窓会が記念すべき日となった
ことを喜んでいる次第である。
 （田中　裕（電気・昭和 29 年）記）

通信工学科 昭和 31（1956）年春卒業クラス
の傘寿を迎えての reunion

日　時：平成 25年 10 月 2～ 3日
場　所：三島・修善寺
出席者：東安男、綾木和雄＊、入江義雄、岡田守弘、
栗岡豊＊、佐野純一、島崎誠彦、鈴木祥生、武政宣雄、
長谷川好伸＊、田中圭介、寺坂克己、森田茂、
（但し、＊印付の三名は都合で第一日目のみ出席、日帰り）

一昨年秋の会合報告で，寄稿が少々遅れましたが、
標題の如く卒業後 57 年半を経ての「傘寿を迎えての
reunion」の報告です。35 人の卒業者の中、生存者が
29 名、そこから 13 名が関東と関西の中間地点：三
島・修善寺に元気な顔を揃えました。この中、佐野君
は米国Massachusetts 州 Boston 市郊外からの長駆参
加です。楽寿園・三嶋大社・修善寺温泉（泊）・修善
寺温泉近郊探索・柿田川公園（富士の湧水に吃驚！）
…と国史と地理の名所を活発に巡りつつ、想い出話と
現況披露に関する情報交換をしました。なお、今回の
reunion 場所選定・事前調査・設定は主幹事をお引き
受けの東君の労を煩わしました（通信連絡は入江幹事
長担当）。
なお、我々のクラスでは、卒業 40・50 周年の年な
ど数回の記念文集を作ってきておりますが、今回、大
部分の classmate が傘寿を超えましたので「傘寿記念
文集」を編集発行しました《集合写真、名簿等を含
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んでA4版 64 頁、最終版配布は平成 25（2013）年 12
月末》。寄稿者は会合欠席者4名も含めて16人でした。
( 編集 volunteer は島崎。電気系同窓会 : 澪電会の事務
局にも一冊を保存依頼・納入しました )。
なお、記念文集については、多分今回が最終号にな
りましょう。然し、reunion 自体は今回が最終回では
なく、引き続き随時 flexible に開催することを確認し
ました（「健康維持しての余生」の延伸努力にも務め
て…）。

（入江・島崎記。集合写真は岡田担当）

NECOMM（新制通信28年卒）平成26年同窓会

日　時：平成 26年 5月 19 日（月）12：00 ～ 15：00
場　所：宝塚市　宝塚ホテル内「ソラレス」
出席者：東地区（岩原、北条）

西地区（大儀、末田、田中、田原、仲井、
鍋島、藤原、古川、細馬、松井、森岡、安田）

 以上 14 名

年々の加齢に加え体調不安定の会員もあり出席者
の減少が懸念されたが、当日は東地区（関東）の 2名
と西地区（関西）12 名系 14 名の予想を上回る元気な
顔ぶれが揃い、盛会裏に 1年ぶりの同窓会を開く事が
出来た。
開会にあたり先立たれた物故の友の冥福祈念と回
想談に続き全員の健康長寿を願って代表幹事の乾杯
で宴会に入った。
会員の順次の近況披露に続き日頃の健康維持や家
族の生活、消息不明の会員の話題等時が過ぎるのも忘
れ話題は尽きなかった。
閉会にあたり少なくとも“2020 年東京オリンピッ
ク開催”までお互い元気で過ごしてこの会を続けて行
こうと誓い合って、一部幹事の交代報告と来年も 5月

18 日 ( 月 ) に同時刻同会場での再会を約束して散会し
た。

（幹事　末田、田原）

山中龍彦先生を偲んで

本学電気工学科の大先輩
であり、レーザー研の 4 代
目のセンター長であった山
中龍彦先生が、平成 27 年 2
月 26 日に享年 75 歳でご逝
去されました。
山中龍彦先生は、昭和 38
年 3 月に大阪大学工学部電
気工学科をご卒業になり、
昭和 40 年 3 月大阪大学大学
院工学研究科電気工学専攻修士課程を修了、昭和 43
年 11 月同博士課程を単位取得退学後、大阪大学工学
部助手に採用され、昭和 47 年 7 月同助教授、昭和 49
年 4 月名古屋大学プラズマ研究所助教授、昭和 51 年
8 月大阪大学レーザー核融合研究センター助教授を経
て、昭和 55 年 3 月大阪大学工学部教授に就任し、電
磁エネルギー工学専攻レーザー工学講座を担当、昭和
60 年 12 月、レーザー核融合研究センターレーザーエ
ネルギー学部門を担当、平成 11 年 4 月の同研究セン
ターの改組後から爆縮核融合学部門を担当、平成 11
年 4 月に同センター長に就任され、平成 15 年 3 月に
定年退官されるまで同センター長としてセンターの
発展に尽力され、平成 15 年 4 月に大阪大学名誉教授
になられました。その後も、平成 23 年 3 月に退職さ
れるまで、福井工業大学教授として、教鞭をとってお
られました。
レーザー研には 4人の「山中」姓の方がおられ、下
の名前で呼ぶことが習わしになっておりましたので、
以下でも名前で呼ばせていただきたく思います。龍彦
先生に最初にお会いしたのは昭和 50 年名古屋大学プ
ラズマ研究所で輪講に参加させていただいた時でし
た。龍彦先生は 34 歳の助教授、私は 22 歳の学生でし
た。龍彦先生は天才肌で、物事をあっという間に直感
で理解するも、口下手でそれを説明しないものですか
ら、知識の足りない学生にとっては付いていくのがま
ことに大変な、いわば長島茂雄のような方でした。
さて、龍彦先生の 3つ大きなお仕事を紹介したいと
思います。
一つは、異常吸収の発見と核融合中性子の発生で
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澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会

（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださいますよう切
にお願い申し上げます。

す。レーザーが強くなると温度が上がりプラズマに吸
収されなくなると思われていましたが、龍彦先生はこ
の常識を覆し、レーザー核融合が可能であることを示
しました。これを契機としてレーザー研が発足すると
ともに、世界的にもローレンスリバモア国立研究所や
ロチェスター大学など同時期に創立され、レーザー核
融合の本格的研究の幕が開けました。
二つは、高速点火の発明。龍彦先生はレーザーを
使った核融合の中でも「高速点火」という新しい発明
をされました。ノーベル賞受賞者であるニコライ・バ
ソフ先生も似たような提案をしましたが、山中先生の
提案はそれに先んじること 10 年以上も前のことでし
た。龍彦先生のおもしろい所は、その後ご自分の発明
をすっかり忘れられ、思い出したのは他の人が古文書
を探し出して、発明者が龍彦先生であることを突き止
めた時でした。まことに飄々とした学者先生でした。

三つ目は、大型計画の承認です。龍彦先生がセン
ター長の時代に核融合研究の重点化というものが行
われました。その中で龍彦先生が発明された高速点火
方式が有望であることが多くの方に認識され、100 億
円の規模のプロジェクトが認められました。その際の
龍彦先生のご活躍は「阪大はこんな優れた人を隠し駒
として持っていたのか」と多くの先生を感嘆せしめる
程のものでした。
龍彦先生には、もっと長い間、大所高所からの見
守っていただきたかったところではありますが、学者
としてもセンター長としても、やるべき事をされそれ
を成就された、誠にお幸せな方であったかと思いま
す。謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌。
 （疇地　宏（電気・昭 54 博）記）
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澪電会だより

平成26年　度電子情報工学科特別講演会
電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会

平成 26 年度の 4 月より電子情報工学科に迎えた
172 名の新一年生を対象とした電子情報工学科特別講
演会、電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会が、昨
年同様、いちょう祭期間中の 5月 2日（金）に開催さ
れた。この行事の開催は、平成 26 年で 6回目となる。
講演会に先立って、工学部施設公開の一部として、
また、電子情報工学科 1 年生配当講義「電子情報工
学序論」の一環として、電気系全研究室の公開が行わ
れた。一般来場者に交じって、電子情報工学科 1年生
が電気系研究室の最新の研究内容を見て回った。
電子情報工学科特別講演会は、電子情報工学科長・
谷野哲三教授の司会のもと、15：00 ～ 16:30 に銀杏会
館三和ホールにて開催された。電子情報工学科クラス
長の三瓶政一教授 （現教員）による「新大学生へ～希
望が膨らむ未来への前進～」、および株式会社創晶代
表取締役社長の安達宏昭様（電気・平 8）による「大
学発ベンチャーの醍醐味」と題する 2つの講演が行わ
れ、参加者一同が熱心に耳を傾けた。講演後には新 1 
年生からの多くの質問が相次ぎ、彼らが大学での新し
い生活を始めるにあたり、多くのことを学んだであろ
うことがうかがえた。
講演会終了後の 16：30 ～ 17：30 には引き続き、

電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会が開催され
た。電子情報工学科クラス長の渡辺尚教授（通信・昭
57）の司会のもと、澪電会会長・藤野隆雄様（( 株 )
ケイ・オプティコム代表取締役社長、通信・昭 46）
による祝辞を頂戴した。続いて参加者が 4～ 5人程度
のグループをつくり、特別講演会および藤野会長のお
話に関するクイズを行い、お互いの親交を深めた。新
1年生と教員が軽食をほおばりながら楽しいひと時を
過ごし、親密な交流を図ることができた。
 （古崎晃司（電子・平 9）記）

平成 26年度　総会・講演会・懇親会

平成 26 年 6 月 6 日（金）大阪新阪急ホテル「花の間」
にて 137 名の参加者を得て開催された。総会に先立っ
て「花の間」にて午後 5時から平成 26 年度澪電会講

演会が開催された。今回は、飯田敏行教授から「原子
力から電気に移って 18 年、を振り返って」、大森裕教
授から「有機の光を求めて　25 年の歩み」と題して
ご講演いただいた。それぞれ長年の研究活動を振り返
る大変示唆に富んだお話であった。
引き続き平成 26年度澪電会総会が午後 6時 30分よ
り同じく「花の間」で行われた。藤野隆雄会長（通信・
昭 46）の挨拶の後、伊瀬敏史総務幹事（電気・昭 55）
から平成 25年度事業報告が、また片山光浩会計幹事
（電子・昭 60）から平成 25年度会計報告と名簿発行に
関する収支報告が行われ、質疑応答を経てそれぞれ承
認された。次に、伊瀬総務幹事から会長の任期などに
関する会則改正案が示され、承認された。続いて谷口
研二新会長（電子・昭 46）を選出し、承認と挨拶の後、
新幹事12名の指名と承認がなされた。引き続き尾﨑雅
則新総務幹事（電気・昭 58）から平成 26年度事業計
画案が、また伊瀬新会計幹事から平成 26年度予算案の
説明が行われ、拍手をもって承認され無事終了した。
懇親会は午後 7時より、会場を「紫の間」に移して
行われた。谷口新会長の挨拶のあと、熊谷信昭大阪大
学元総長・名誉教授、大阪大学同窓会連合会会長（通
信・昭 28 旧）および武藤成生NPO法人ダ・ヴィンチ・
ミュージアム・ネットワーク副理事長（電気・昭 39）
からご祝辞を頂戴した。祝電披露の後、藤野前会長の
音頭で乾杯し、賑やかな歓談のひとときを持った。最
後に吉野勝美澪電会元会長、大阪大学名誉教授、島根
県産業技術センター所長、（電気・昭 39）のご発声の
もと万歳三唱を行い、盛会裡に散会した。
 （吉村政志（電気・平 6）記）

平成 26年度　見学会（澪電会主催）開催報告

日　時：平成26年 10月 31日（金）13：30～ 17：30
見学先：近畿日本鉄道株式会社
 あべのハルカス
 　（ハルカス展望台、ハルカス施設）
見学担当幹事：西村博明・古崎晃司・西畑宏昭
当日は見学に先立ち会議室にて、地上 300mという日
本一の超高層ビル「あべのハルカス」の概要や、その
建設を支えた様々な最新技術の数々についての説明を
受けました。その後、ハルカス 59 階の展望台フロア
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に移動し、眼下に広がる大阪市内の絶景を思い思いの
場所から楽しみました。ちょうど、ハロウィンの時期
だったこともあり、フロアに各所に飾り付けがあり、
恒例の集合写真もハロウィン飾りの前で撮影しまし
た。続いて、あべのハルカスのバックヤードにご案内
いただき、超高層ビルの運用を支える最新設備を見学
しました。ビルの骨格を支えるトラス構造、各フロア
の電源供給・空調等のインフラを支える特高トランス、
発電機室、ガス吸収式冷温水器、ターボ冷凍機、太陽
光発電パネルなど、いずれも興味深いものばかりでし
た。中でもバイオガス発電設備は、他では見られない
特徴的な設備で、参加者から説明担当の方へ多くの質
問がなされていました。最後に再び会議室に戻り、見
学全体を通した質疑応答が行われました。時間いっぱ
いまで多くの質問が交わされ、参加された皆さんがと
ても興味を持って見学されたことが伺えました。
 （古崎晃司（電子・平 9）記）

平成 26年度電気系卒業祝賀・謝恩会

平成 26 年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成 27 年 3
月 25 日（水）の大阪大学学位授与式当日の午後 6時
から、千里阪急ホテル・仙寿の間において開催された。
卒業生出席者数 253 名（情報通信工学コース・情報
システム工学クラス、大学院情報科学研究科を除く）、
さらにご来賓、電気系職員、澪電会役員の方々をあわ
せて 352 名の出席者を得た。
式典の部は、尾﨑雅則幹事（電気・昭 58）の司会で
進められた。最初に澪電会会長、奈良工業高等専門学
校校長の谷口研二先生（電子・昭 46）から澪電会の概
要説明と卒業生への祝辞を頂いた。次いで大阪大学名
誉教授の長谷川晃先生（通信・昭 32）より、電気系卒
業生は社会で「職人」として生きよというメッセージ

を込めた祝辞を、また日本電気㈱ 執行役員常務の山元
正人様（電気・昭 53）から、チャレンジ精神と失敗か
ら学ぶ重要性を説いた祝辞をそれぞれ頂戴した。さら
に、電気系教員代表として、電気電子情報工学専攻長
の伊瀬敏史先生（電気・昭 55）から祝辞を頂き、各支
部からの祝電が披露された。続いて、昨年度より新設
された菅田 -Cohen 賞（専攻Webページに詳細）の授
賞式が執り行われた。最初に司会の尾﨑幹事より趣旨
説明が行われ、伊瀬専攻長より井渕貴章君（システム・
制御・電力工学コース）、濵地志憲君（先進電磁エネル
ギー工学コース）、井上敏之君（量子電子デバイス工学
コース）の 3名に菅田 -Cohen 賞（博士）が、豊田基
君（システム・制御・電力工学コース）、玉置真悟君（先
進電磁エネルギー工学コース）、朝倉啓太君（量子電子
デバイス工学コース）、田中仁君（量子電子デバイス
工学コース）、松田雄大君（情報通信工学コース）の 5
名に菅田 -Cohen賞（修士）が授与された。
この後、パーティーの部が久保理（電子・平 8）の
司会で進められた。まず、澪電会前会長、㈱ケイ・オ
プティコム代表取締役社長の藤野隆雄様（通信・昭
46）のご発声で乾杯し、歓談に移った。宴もたけなわ
の頃、谷口会長より前述の 5名の菅田 -Cohen賞（修士）
受賞者へ記念品が授与された。さらに、学部生の成績
優秀者を表彰する工学賞を受賞した藤川拓也君（シス
テム・制御・電力コース）、仲島圭将君（情報通信工学コー
ス・通信工学クラス）、谷山雄紀君（量子電子デバイス
コース）への記念品授与が谷口会長から行われた。ま
た、楠本賞・工学賞を受賞した大渕拓也君（情報通信
工学コース・情報システム工学クラス）には、別途記
念品が渡された。その後、恒例の景品抽選会が賑やか
に行われ、次いで卒業生の代表として、システム・制御・
電力工学コース・博士後期課程の井渕貴章君から教職
員および澪電会諸先輩への感謝と将来への決意が述べ
られた。最後に、澪電会副会長、電気電子情報工学専
攻教授の栖原敏明先生（電子・昭 48）の音頭で万歳三
唱し、めでたく卒業祝賀・謝恩会はお開きとなった。
ご臨席賜り、祝辞を頂きましたご来賓の方々に厚く
御礼申し上げます。またご多用中にも関わらずご臨席
頂きました電気系職員の方々にも感謝いたします。事
務局の安井晴子様にはいつもながら献身的に会の準
備にあたって頂き、また電気系の事務補佐員の方々、
卒業・修了生代表の世話人学生の皆様には、準備・受
付業務・会の進行などをお手伝い頂きました。これら
の方々に心より感謝申し上げます。最後に、本年度も
快く記念品や抽選会の景品を寄贈して頂きました㈱
NTTドコモ、関西電力㈱、住友電気工業㈱、㈱ダイ
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ヘン、田淵電気㈱、㈱東芝、西日本旅客鉄道㈱、㈱日
立製作所、三菱電機㈱（社名 50 音順）の各社様に厚
く御礼申し上げます。

（久保理（電子・平 8）記）

平成 26年澪電会東京支部総会報告

澪電会東京支部では、平成 26 年 4 月 18 日（金）に
メルパルク東京（東京都港区）にて支部総会を開催し
ました。ご来賓として藤野隆雄会長、伊瀬敏史総務幹
事、薦田憲久先生、また池田博昌工業会東京支部長、
ご講演を頂いたヴイエムウェア株式会社 代表取締役
社長三木泰雄様にご臨席いただきました。電気系以外
からのご参加を含め、総勢 136 名の盛会となりました。
講演会は「外資系企業のマネージメント」というタイ
トルで三木泰雄様に講演して頂きました。三木様は1977
年通信卒業後、日本の電機メーカーでキャリアを積まれ
た後、外資系企業の日本法人社長としてご活躍されてお
り、これらのご経験から、日々のオペレーションや採用、
給与体系等、日本の企業と外資系企業の文化の違いを
中心に、大変興味深いお話をいただきました。
続く懇親会では、開始に先立ち恒例の集合写真の撮
影を行いました。非常に多くの参加者があり、卒業学

科別の 4回に分けての撮影となりました。また、冒頭
の厚海支部長の挨拶の中では、多くの方に参加してい
ただいたことに対する御礼の言葉がありました。その
後、ご来賓の藤野隆雄会長、池田博昌工業会東京支部
長からもご挨拶をいただき、伊勢総務幹事に最近の大
学・大学院の状況を、スライドを交えてご紹介いただ
きました。続いて、薦田憲久先生に乾杯のご発声を頂き、
多数の参加者による懇談となり、久しぶりに会う方々
の笑いや歓声が飛び交う和やかな歓談が続きました。
会の終盤には、本年総会幹事会社を務めた 2社から、
後藤喜行氏（パナソニック）、森山隆志氏（日立製作
所）の挨拶があった後、次回総会幹事会社の酒井敏夫
氏（東芝）、浅井裕氏（沖電気工業）から来年に向け
た挨拶と万歳三唱をもって総会全予定を盛会裏のう
ちに無事終了いたしました。
 （森山隆志（電子・昭 61）記）

平成 26年度澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、平成 26 年 10 月 25 日（土）、見
学会、支部総会および懇親会を開催しました。ご来賓
として澪電会副会長の栖原敏明先生、総務幹事の尾崎
雅則先生にお出で頂きました。支部からは片山正昭東
海支部長（電子・昭 56）をはじめ、昭和 32 年度卒か
ら平成 20 年度卒までの 27 名の支部会員が集い、合計
29 人の盛会となりました。
当日はリニモ（東部丘陵線）の藤が丘駅に集合し、
リニモ貸し切りツアー「わくわく貸切リニモ」に参加
しました。リニモは日本で唯一の「磁気浮上式リニア
モーターカー」で、愛・地球博の開催中は、「動くパ
ビリオン」として人気を集めました。このツアーで
は、普段は無人運転のリニモに乗務員が添乗し、磁気
浮上の仕組みなどを解説しながらご案内下さいます。
また、急加速や着地・浮上のデモンストレーションも
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体験できます。参加会員から活発な質疑もなされ、見
識を深めることができました。走行時は 8mm浮いて
いるというリニモの着地・浮上は、目を閉じてしまう
と感じられないほどスムーズでわずかなものでした。
ツアー後には尾張瀬戸駅まで電車で移動し、瀬戸蔵
ミュージアムを見学しました。“せともの”の発祥の
地といわれる瀬戸の焼き物工場、通称“モロ”を案内
ボランティアの楽しい解説を受けながら見学し、時の
過ぎるのを忘れる思いがしました。
総会は、瀬戸蔵 4階会議室にて開催されました。総
会では、片山支部長による開会の御挨拶の後、栖原澪
電会副会長から御挨拶を頂戴しました。議事に入り、
平田代表幹事より活動報告および計画が報告されまし
た。次に、高田会計幹事より提出された予算案が原案
通り承認されました。また、平成 26 年度から既に実
質的には幹事団実務を分担いただいているデンソー㈱
の吉川正太氏（電子・平 17）に新たに幹事団に加わっ
ていただくことの提案があり、拍手をもって承認され
ました。議事終了後、尾崎澪電会総務幹事より「母校
と澪電会のいま－電気系教室創立から 106 年－」とい
う題で、母校の動向について概説頂きました。内容は、
大学および大学院の入試に始まり、電気系人気の回
復、電気系校舎の建て替え・改修工事の終了、Global 
University「世界適塾」、教員・学生の多様化など、電
気系教室の近況に加え、澪電会活動状況についてと多
岐に及びました。
懇親会は、総会会場から道路一本挟んですぐの手打
ち蕎麦志庵に会場を移し開催されました。栖原敏明澪
電会副会長（電子・昭和 48）のご挨拶で乾杯し、来
賓と会員、会員相互で話が弾み、尾崎雅則澪電会総務
幹事（電気・昭和 58）の音頭のもと、一本締めで懇
親会を終えました。
 （松井龍之介（電子・平 11）記）

平成 26年度澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部は、10 月 18 日（土）に、第 25 回
支部総会を福井駅近くのホテルエコノ会議室にて開
催しました。その後、曹洞宗大本山永平寺及び羽二重
餅工場の見学会を行いました。本部からは、お忙しい
中、栖原敏明副会長及び伊藤敏史幹事をご来賓にお迎
えし、総会は 10 名の参加となりました。
当日は JR 福井駅改札口に 12 時 50 分に集合し、総
会会場となる会議室に徒歩で向かい、13 時から支部
総会を開催いたしました。春田支部長の挨拶で始ま

り、栖原副会長に挨拶いただきました。続いて、平成
25 年度の事業報告と会計決算報告を行いました。そ
の後、平成 26 年度の事業計画案、予算案の審議、了
承をいただいた後、伊藤幹事から「本部及び電気系専
攻の近況報告」と題したご講演をいただきました。総
会の後、貸し切りバスに乗車し、約 40 分かけて曹洞
宗大本山永平寺へ向かいました。約 1時間 30 分の見
学時間を設けました。見学の最初は、修行僧から永平
寺の説明などをお聞きした後、永平寺内の見学となり
ました。当日は、見学者が多数いたことから、修行僧
の説明を聞きながら、とは、いきませんでしたが、一
人ひとりが思い思いに見学いたしました。当日は、あ
いにく小雨が降ったり止んだりという天気でしたが、
永平寺のある山中はやや寒さを感じることとなりま
した。続いて、永平寺からバスで 10 分くらいのとこ
ろにある羽二重餅の古里「マエダセイカ」を訪れまし
た。ここは、福井県名産の羽二重餅の製造が見学で
き、永平寺を訪れた観光バスも立ち寄るお土産スポッ
トでした。到着は 16 時を過ぎており、残念ながら製
造は終わっており、製品の箱詰め作業の見学しかでき
ませんでした。販売店では、いろいろな種類の羽二重
餅が販売されており、両手に持ちきれないほどのお土
産を購入する姿も見受けられました。
見学会終了後、午後5時から福井駅近くの味見家に場
所を移し、春田支部長の挨拶に始まり、栖原副会長の乾
杯の音頭により懇親会を開催しました。懇親会では、北
陸の新鮮な食材を使った料理と地酒を味わいながら会
員相互の近況報告を行うなどして、親睦を深めました。
和気あいあいの懇親会もあっという間に時間が経ち、無
事に今年度の支部総会を終えることができました。
今年度は、出席者が10名とやや寂しい総会となりま
したが、来年度以降は、多数の会員の方々にご出席い
ただいて盛会となるように、宜しくお願いいたします。
 （菊池俊行（通・平成 6）記）

平成 26年度澪電会
中国・九州支部合同総会報告

澪電会中国支部および九州支部では、合同にて支部
総会および懇親会を 11 月 8 日（土）に開催いたしま
した。合同開催は平成 19 年度以来 2回目となります。
本部よりご来賓として会長の谷口研二先生、総務幹事
の尾崎雅則先生にご出席賜りました。中国支部からは
17 名、九州支部からは 12 名が出席し、総勢 31 名の
盛会となりました。
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開催地は長崎県の佐世保とともに日本海軍の拠点
であった広島県の呉としました。当日は JR広島駅に
集合後、バスにて呉まで移動し、呉市海事歴史科学館
（大和ミュージアム）を訪れました。戦前戦後におい
て造船や製鋼の礎を築き、その高い技術力で発展して
きた様子を垣間見ることができました。また、隣接す
る海上自衛隊呉史料館（てつのくじら館）もあわせて
見学し、任務を終えた実物の潜水艦への乗艦は貴重な
体験となりました。さらに足を伸ばしてアレイからす
こじま公園を訪れ、間近で停泊中の潜水艦と護衛艦を
見学することができました。
支部総会および懇親会は小町クラブにおいて執り
行いました。総会では各支部長からの挨拶のあと、議
事として両支部の事業ならびに会計報告を行い、原案
どおり承認されました。続いて、中国支部白髭修一支
部長の後任として高見佳宏氏への交替が提案され、満
場一致で承認されました。その後、ご来賓の谷口先生
からご挨拶を賜りました。続いて、尾崎先生からは母
校と澪電会本部の近況をご報告いただき、電気系や澪
電会の様子をうかがい知ることができました。総会後
の懇親会では、お互いに例年とは違う新しい顔ぶれの
なかで、話題のつきない中で楽しい時間を過ごすこと
ができました。若手の会員の参加も多く、支部会員の
輪がさらに拡がったことは大きな成果となりました。
ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切
にお願い申し上げます。
 （福本直紀（通信・平 16）、
 渡邊政幸（電気・平 13）記）

平成 26年度澪電会四国支部総会報告

澪電会四国支部では、平成 26 年 11 月 22 日（土）
に総会・懇親会を香川県高松市で開催しました。当日

は、晴天に恵まれ、本部より谷口研二会長、伊瀬敏史
幹事をご来賓としてお迎えし、四国支部からは多賀裕
司支部長をはじめ 20 名の参加者となりました。
会場である高松市内の会議場に集合後、総会を行い
ました。総会では、細井の司会で、多賀支部長の挨拶
から始まり、谷口会長からのご挨拶を頂きました。
多賀支部長からは、参加頂いたご来賓や支部会員へ
のお礼、昨今の社会情勢を踏まえた四国経済の状況お
よび今後とも支部活動を活性化していきたいという
抱負。谷口会長からは、澪電会本部の近況と母校をサ
ポートする体制づくりのお願いや支部への激励のお
言葉を頂戴いたしました。
引き続き議案審議に移り、細井より平成 25年度の
決算、平成26年度の活動計画や予算等の議案を提案し、
全会一致で承認され、総会は無事終了いたしました。
総会終了後に今年度は講演会を開催し、伊瀬幹事か
ら『母校の近況と電力システムの将来』と題したご講
演を頂きました。ご講演では、まず母校の学科や研究
室などの組織や活動状況、「世界適塾」構想というグ
ローバル化への対応など母校と澪電会の近況を伺う
ことができました。つぎに、直流技術を活用した送電
技術やマイクログリッドなど電力システムの将来に
ついて、わかりやすく、ご講演いただき、出席者一同、
夢中で聞き入り、あっという間に講演時間が過ぎてし
まいました。
総会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾杯
の音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計らい、
参加者による自己紹介と近況報告を行いました。皆さ
んお話好きの方ばかりで、例年にもれず全員が話し終
わるころには、終了予定時刻となり、綿森幹事の音頭
でお開きとなりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝し、
御礼申し上げます。来年度も同時期に開催する予定で
すので、多数出席下さいますようお願い申し上げます。
 （細井宏昭（工修・平 17）記）



― 34 ―

クラス委員

（電気工学科・電気工学科目・電気工学専攻）
 学部 修士
昭和12年  落合　岩男
 16年  高田　源次
 20年  樋口　正樹
 22年  山下　義美
 23年  山中千代衛
 24年  甲佐　史郎
 25年  辻　　良夫
 26年  近藤　道治
 27年  木本　保夫
 28年旧  藤井　克彦
 28年新 30年 辻　　三郎
 29年 31年 升田　公三
 31年 33年 寺崎　泰彦
 32年 34年 大川進一郎
 33年 35年 鈴木　　胖
 34年 36年 白藤　純嗣
 35年 37年 松浦　虔士
 36年 38年 濱口　智尋
 37年 39年 黒田　英三
 38年 40年 山中　龍彦
 39年 41年 武藤　成生
 40年 42年 赤澤　堅造
 41年 43年 辻　毅一郎
 42年 44年 佐々木孝友
 43年 45年 朴　　炳植
 44年 46年 谷内田正彦
 45年 47年 織田　守昭
 46年 48年 土師　總一
 47年 49年 大森　　裕
 48年 50年 原　　　格
 49年 51年 田中　和夫
 50年 52年 伊藤　利道
 51年 53年 木村　紀之
 52年 54年 山本　正純
 53年 55年 阪部　周二
 54年 56年 白神　宏之
 55年 57年 伊瀬　敏史
 56年 58年 三谷　康範
 57年 59年 裏　　升吾
 58年 60年 尾崎　雅則

 59年 61年 江川　泰弘
 60年 62年 秋葉　龍郎
 61年 63年 服部　励治
 62年 平成元年 佐伯　　修
 63年 2年 藤井　龍彦
平成元年 3年 森　　勇介
 2年 4年 仙井　浩史
 3年 5年 舟木　　剛
 4年 6年 岩井　　真
 5年 7年 藤田　和久
 6年 8年 板垣　鉄平
 7年 9年 川瀬　博基
 8年 10年 斎藤　貴光
 9年 11年 中島　弘朋
 10年 12年 矢野　雅一
 11年 13年 緒方　晋也
 12年 14年 山下　勝則
 13年 15年 小谷　研太
 14年 16年 犬伏　雄一
 15年 17年 小島　鉄也
 16年 18年 坂本　雅樹
 17年  村井　良多
 18年  吉田　　央
 19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・通信工学専攻）
 学部 修士
昭和18年  藤澤　和男
 19年  黒田　一之
 20年  滑川　敏彦
 21年  来住　　徹
 25年  竹内　信雄
 26年  長岡　崇雄
 28年旧  福井　淳一
 28年新 30年 末田　　正
 29年 31年 由利　宏二
 30年 32年 倉橋浩一郎
 31年 33年 栗岡　　豊
 32年 34年 長谷川利治
 33年 35年 宮道　　繁
 34年 36年 樹下　行三
 35年 37年 西原　　浩
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 36年 38年 野村　康雄
 37年 39年 真田　英彦
 38年 40年 中西　　暉
 39年 41年 塩澤　俊之
 40年 42年 藤岡　　弘
 42年 44年 宮原　秀夫
 43年 45年 玉川　允敏
 44年 46年 池田　雅夫
 45年 47年 中野　秀男
 46年 48年 里村　　裕
 47年 49年 森下　克己
 48年 50年 河崎善一郎
 49年 51年 北山　研一
 50年 52年 樺澤　　哲
 51年 53年 鬼頭　淳悟
 52年 54年 井上　　健
 53年 55年 中野　幸男
 54年 56年 馬場口　登
 55年 57年 秦　　淑彦
 56年 58年 片山　正昭
 57年 59年 榎原　博之
 58年 60年 山本　　幹
 59年 61年 平　　雅文
 60年 62年 原　　晋介
 61年 63年 大川　剛直
 62年 平成元年 荒木　範行
 63年 2年 戸出　英樹
平成元年 3年 堀井　康史
 2年 4年 松田　洋一
 3年 5年 畑　　真司
 4年 6年 上田　哲也
 5年 7年 安部田貞行
 6年 8年 村上　智己
 7年 9年 池田　武弘
 8年 10年 加藤　　真
 9年 11年 菅原　弘人
 10年 12年 中西　淳平
 11年 13年 門田　行広
 12年 14年 新熊　亮一
 13年 15年 東野　武史
 14年 16年 村越　昭彦
 15年 17年 藤本　正樹
 16年 18年 木下　幸裕
 17年  山本　勇樹
 18年  森岡　康史
 19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・電子工学専攻）
 学部 修士
昭和37年 39年 蒲生　健次
 38年 40年 白川　　功
 39年 41年 尾浦憲治郎
 40年 42年 吉岡　信夫
 41年 43年 鷹岡　昭夫
 42年 44年 打田　良平
 43年 45年 春名　正光
 44年 46年 藤原　秀雄
 45年 47年 杉本　哲夫
 46年 48年 谷口　研二
 47年 49年 千葉　　徹
 48年 50年 栖原　敏明
 49年 51年 村上　敬一
 50年 52年 山田　伸一
 51年 53年 西川　博昭
 52年 54年 中前　幸治
 53年 55年 岡田　満哉
 54年 56年 薮内　康文
 55年 57年 太田　快人
 56年 58年 出口　　弘
 57年 59年 河合　利幸
 58年 60年 森　　俊彦
 59年 61年 正田　博司
 60年 62年 綿森　道夫
 61年 63年 森　　伸也
 62年 平成元年 重弘　裕二
 63年 2年 藤村　昌寿
平成元年 3年 野口　栄治
 2年 4年 赤坐　正樹
 3年 5年 上野　隆範
 4年 6年 三浦　克介
 5年 7年 藤井　彰彦
 6年 8年 上向井正裕
 7年 9年 上野　弘明
 8年 10年 梶井　博武
 9年 11年 野田　研二
 10年 12年 島田　尚住
 11年 13年 藤澤　猛史
 12年 14年 大竹隆太郎
 13年 15年 小野　俊明
 14年 16年 三上　真範
 15年 17年 樋渡　伸二
 16年 18年 松久　裕子
 17年  尾島　正禎
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 18年  六車　　充
 19年  田村　　悠

（情報システム工学科、情報システム工学科目、
情報通信工学科目・情報システム工学クラス、
 情報科学研究科）
 学部 修士
平成 5年 7年 一階　良知
 6年 8年 安部　敬一
 7年 9年 原　　隆浩
 8年 10年 池内　智哉
 9年 11年 相坂　一樹
 10年 12年 密山　幸男
 11年 13年 中尾　太郎
 12年 14年 工藤　祐介
 13年 15年 兼田　佳和
 14年 16年 義久　智樹
 15年 17年 庄島　大基
 16年 18年 渡辺　賢治
 17年 19年 野里　良裕
 18年 20年 村尾　和哉
 19年 21年 高島　真彦
 20年 22年 尾崎　麻耶
 21年 23年 中川　将史
 22年 24年 山崎　公敬
 23年 25年 林　　勇介
 24年 26年 児島　陽平
 25年 27年 小林　良至

（電気電子工学科目・システム制御電力コース、
電気電子情報エネルギー工学専攻・
 システム制御電力工学コース）
 学部 修士
  平成20年 吉田　　央
  21年 大曲　祐子
平成20年 22年 大道　哲二
 21年 23年 三宅　翔太
 22年 24年 赤尾　雅嗣
 23年 25年 大石　貴章
 24年 26年 峰岸　達矢
 25年 27年 磯　比呂志

（電気電子工学科目・先進電磁エネルギーコース、
電気電子情報工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
 学部 修士
  平成20年 馬場　政志
  21年 畠山　幹生
  22年 遠藤　　恭
  23年 田中　聡一
  24年 横山　尚也
  25年 中塚　和樹
平成24年 26年 大宅　　諒
 25年 27年 喜田　美佳

（情報通信工学科目・通信工学クラス、
電気電子情報工学専攻・情報通信工学部門）
 学部 修士
  平成19年 山本　勇樹
  20年 森岡　康史
  21年 工藤　隆則
平成20年 22年 木村　共孝
 21年 23年 十河　泰弘
 22年 24年 西村　悟史
 23年 25年 井上　文彰
 24年 26年 福井　良輔
 25年 27年 小林　　陽

（電気電子工学科目・量子電子デバイスコース、
電気電子情報工学専攻・
 量子電子デバイス工学部門）
 学部 修士
  平成19年 尾島　正禎・村井　良多
  20年 六車　　充
  21年 田村　　悠
平成20年 22年 堀　　哲郎
 21年 23年 小川　康宏
 22年 24年 石川　裕之
 23年 25年 東　　卓也
 24年 26年 森　陽一朗
 25年 27年 丹波　大樹

クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随
時ご連絡下さるようお願いいたします。
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澪電会　会則

会　則

第 1条 本会は澪電会と称する。
第 2条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4条 本会の会員はつぎのとおりとする。
(1）正会員
イ．大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
(2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。
(3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。
(4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5条 本会に次の役員、委員を置く。
会長　1名
副会長、幹事、クラス委員

第 6条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事に
ついては会長が指名し、総会で承認を得る。クラス委
員については別表に従って卒業・修了年別に選出する。

第 7条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。クラス委員はクラスを代表し、本会に関する
重要事項の相談にあずかる。

第 9条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 役員の任期は 2年とする。ただし重任はさまたげ
ない。

第 11 条 定例総会は年 1回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。

 別表
クラス委員選出単位
卒業年 学　　　　　部

平成11年以前
電気工学科、通信工学科、電子工学科、情
報システム工学科の各学科卒業生から 1委
員／年

平成12年
 ～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、
通信工学科目、電子工学科目、情報システ
ム工学科目の各学科目卒業生から 1委員／
年

平成22年以降

電子情報工学科システム・制御・電力コー
ス、先進電磁エネルギーコース、量子電子
デバイスコースの各コース卒業生から 1委
員／年、及び、情報通信工学コース・通信
工学クラス、情報通信工学コース・情報シ
ステム工学クラスの各クラス卒業生から 1
委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、情報システム工学専攻、電磁エネルギー
専攻、電子情報エネルギー工学専攻の 6専
攻修了者から 4委員／年

平成16年
 ～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、電子情報エネルギー工学専攻の 4専攻
修了者から 3委員／年、及び、情報科学研
究科（電気系 8講座）修了者から 1委員／
年

平成19年以降

電気電子情報工学専攻システム・制御・電
力工学コース、先進電磁エネルギー工学
コース、情報通信工学コース、量子電子デ
バイス工学コースの各コース修了者から 1
委員／年、及び、情報科学研究科（電気系
8講座）修了者から 1委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。

kozaki
タイプライターテキスト
・企業所属の会長の任期は，副会長と会長の期間を含めて
　2年とする．

kozaki
タイプライターテキスト

kozaki
タイプライターテキスト
第10条　第2項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
　　承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ，直近の総会で
　　その旨を報告する．

kozaki
タイプライターテキスト

kozaki
取り消し線
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お
よびそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切
と判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがありま
す。また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個
人情報の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に
対して必要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望ま
ない場合は、本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として
取り扱わせて頂きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 上記 (2) および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ
開示ならびに提供致しません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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会報澪電No. 36 をお届け致します。
澪電会では、毎年、様々な行事を開催しておりま
す。それらの準備をはじめとして、澪電会の活動に
ついて議論する場が役員会ですが、毎回、企業から
ご参加の方々も含め、役員・幹事が一堂に会して意
見を交わしています。多くの会員の方々が在籍され
ている澪電会の活動が、皆様にとってより有意義な
ものとなるよう、幹事一同、ますます努力していく

所存ですので、皆様のご理解とご協力を引き続きよ
ろしくお願い申し上げます。
最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌
記事の執筆を快くお引き受け頂きました執筆者の
皆様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、
心より感謝の意を表します。
 （編集幹事：古崎晃司、久保　理、
 前川卓也、吉村政志）

編　集　後　記

発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）
ファックス：06-6879-7774
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

澪電会 Facebook ページのお知らせ

こ平成 26 年より、澪電会の活動をより会員の皆様に身近に感じていただくと共に、母校である大阪大学の
近況をよりリアルタイムに知っていただけるようすることを目的として、澪電会のFacebook（フェイスブッ
ク）ページを開設しております。Facebook の特徴は、通常のホームページとは異なり、知人の間での近況の

共有や交流を深めるための仕組みが充実
している点にあります。Facebook ページ
は、どなたでも（ご自身が Facebook を
ご利用されていなくとも）ご覧いただけ
ますので、是非ご覧下さい。合わせまして、
Facebook をご利用の方は「いいね」ボタ
ンをクリックいただくと共に、周囲の同
窓生の皆様にも本ページのアドレスを共
有いただけますと幸いです。

澪電会 - 大阪大学工学部電気系同窓会
Facebook ページ
https://www.facebook.com/Reidenkai




